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二
〇
〇
八
年
度

秋
季
全
国

父
母
教
育
懇
談
会

11：00
〜

12：30

学
生
生
活
講
演
会

進
路
・
就
職
説
明
講
演
会

12：30

〜

13：15

委
員
懇
談
会

13：30

〜

16：00

学
部
別
懇
談
会

十
一
月
二
十
二
日
（
土
）、
京
都
・
滋
賀
が
美
し
い
紅
葉
で
色
付
い
た
こ
の
日
、

衣
笠
、
び
わ
こ
・
く
さ
つ
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、「
秋
季
全
国
父
母
教
育
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
各
地
か
ら
二
千
百
名
に
及
ぶ
父
母
が
参
加
し
、
賑
や
か
な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
学
生
生
活
講
演
会
」「
進
路
・
就
職
説
明
講
演
会
」
の
後
、

各
学
部
に
分
か
れ
て
「
学
部
別
懇
談
会
」「
グ
ル
ー
プ
別
懇
談
会
」
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
進
行
。

父
母
は
、
希
望
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、

お
子
様
の
学
生
生
活
や
進
路
に
つ
い
て
の
解
説
や
報
告
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
父
母
教
育
後
援
会
委
員
が
出
席
す
る
委
員
懇
談
会
も
開
催
さ
れ
、

今
年
度
の
事
業
計
画
の
進
捗
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
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最
初
に
父
母
教
育
後
援
会
名
誉
会
長
の
川

口
清
史
立
命
館
総
長
・
立
命
館
大
学
長
が

挨
拶
し
、
今
春
開
校
し
た
薬
学
部
、
生
命
科

学
部
の
順
調
な
進
捗
を
報
告
。「
二
〇
一
〇
年

に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
（
仮
称
）
と
研

究
科
を
設
置
す
る
予
定
で
す
」
と
新
た
な
構

想
に
も
触
れ
、
今
後
は
国
際
的
な
大
学
と
し

て
、
さ
ら
な
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
い
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
加
え
て
「
立

命
館
大
学
は『
学
習
者
中
心
』を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
教
学
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。
四
年
間
を

通
し
て
成
長
す
る
仕
組
み
を
整
え
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。
最
後
に
現

在
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
大
麻
や
経
済

不
況
に
つ
い
て
も
触
れ
、
万
全
の
対
策
を

取
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

次
い
で
千
宗
室
父
母
教
育
後
援
会
会
長

が
挨
拶
。「
昨
今
の
報
道
な
ど
か
ら
立
命
館
を

心
配
す
る
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
し
か
し
立
命

館
大
学
に
は
自
省
・
自
浄
す
る
力
が
あ
り
ま

す
。
今
後
も
豊
か
な
学
び
を
創
造
し
、
我
々

の
期
待
に
応
え
て
く
だ
さ
る
だ
ろ
う
と
確
信

し
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
肥
塚
浩
副
会
長
・
副
総
長
、
森

島
朋
三
顧
問
・
常
務
理
事
か
ら
大
学
選
出
役

員
が
紹
介
さ
れ
、
建
山
和
由
幹
事
長
・
教
学

部
長
か
ら
二
〇
〇
八
年
度
事
業
計
画
の
進
捗

状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
分
か
れ
て
の
懇
談
会
で

は
、
委
員
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
発
言
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
黒
川
恵

美
千
葉
県
委
員
が
、
立
命
館
大
学
の
多
彩
な

サ
ポ
ー
ト
を
活
用
し
、
留
学
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
、
ゼ
ミ
発
表
な
ど
、
学
び
を
謳
歌
す

る
自
身
の
お
子
様
に
つ
い
て
報
告
し
た
の
に

続
き
、
岡
容
史
島
根
県
委
員
か
ら
十
月
に
行

わ
れ
た
出
雲
駅
伝
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。
学
生
の
健
闘
が
称
え
ら
れ
る
と
共
に
、

課
外
で
活
躍
す
る
学
生
へ
の
ま
す
ま
す
の
支

援
が
誓
わ
れ
ま
し
た
。

び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス（
Ｂ
Ｋ
Ｃ
）

で
は
、
三
島
滋
夫
島
根
県
委
員
か
ら
、
喫
煙

シ
ェ
ル
タ
ー
設

置
に
対
す
る
評

価
に
続
き
、
石
津

博
睦
福
岡
県
委

員
か
ら
は
、
就
職

活
動
支
援
に
関

す
る
質
問
が
出

さ
れ
、
大
学
と
の

意
見
交
換
と
な

り
ま
し
た
。

「
学
習
者
中
心
」
の
教
育
を
推
進
し

学
生
の
成
長
を
支
援
す
る

有村さんご夫妻

政策科学部 4回生・兵庫県

内定をいただいた娘が、学部懇談会で
就職活動について発表するので参加
しました。我が家は親子のコミュニ
ケーションをとっている方だと思いますが、今日は親子が互いに
どう思っているかを、客観的に見られるよい機会になりました。
信じてあげなければいけないところは信じつつ、口出ししないこ
とも大事。今日は夫婦で参加でき、とても満足です。

田島さんご夫妻

理工学部 1回生・愛知県

入学前から、学生へのサポートが
しっかりしていると聞いていたので、
実際にはどのように学生に接してい
るのか、学校側の考え方を知りたくて参加しました。実体験を
交えた講演を聴き、経験や自己決定力、情報収集・処理能力が
息子にはまだまだ足りないと思わされ、今後どうサポートして
いくべきかを考えるいいきっかけになりました。

Parents '  Voice  in  衣笠 Parents '  Voice  in  BKC

課
外
活
動
で
活
躍
す
る
学
生
を

サ
ポ
ー
ト
し
た
い

衣
笠
、
び
わ
こ
・
く
さ
つ
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
委
員
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
各
地
の
父
母

委
員
と
大
学
選
出
役
員
、
総
勢
百
二
十
一
名
が
集
い
ま
し
た
。「
テ
レ
ビ
会
議
」
を
通
し
て
二

会
場
の
全
員
が
耳
を
傾
け
る
中
、
総
長
、
会
長
の
挨
拶
や
大
学
選
出
役
員
の
紹
介
、

二
〇
〇
八
年
度
事
業
の
進
捗
状
況
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
後
は
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
多
様
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

委
員
懇
談
会

衣
笠
・
B
K
C

千宗室父母教育後援会会長
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平
井
英
嗣
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部
長

の
挨
拶
か
ら
、
進
路
・
就
職
説
明
講
演
会
は

始
ま
り
「
昨
今
の
経
済
の
悪
化
に
よ
り
、
就

職
状
況
も
厳
し
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し

か
し
現
在
の
と
こ
ろ
、
立
命
館
大
学
生
が
内

定
を
取
り
消
さ
れ
た
例
は
報
告
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
（
十
一
月
二
十
二
日
時
点
）。
立
命
館
大
学
の

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
は
全
国
で
も
屈
指
と
の

高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
」
と
説
明
し
ま
し

た
。
平
井
部
長
は
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
の

柱
の
一
つ
と
し
て
「
ス
テ
ュ
ー
デ
ン
ツ
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
挙
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
卒

業
生
に
よ
る

キ
ャ
リ
ア
・
ア

ド
バ
イ
ザ
ー

（
C
A
）、
内
定

者
に
よ
る
ジ
ュ

ニ
ア
・
ア
ド
バ

イ

ザ

ー

（
J
A
）、
さ
ら

に
三
回
生
の
プ

レ
イ
ス
メ
ン

ト
・
リ
ー
ダ
ー
（
P
L
）
と
い
っ
た
、
学
生
の

就
職
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
仕
組
み
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。

続
い
て
C
A
で
あ
る
白
川
真
由
美
さ
ん

（
法
学
部
卒
業
・
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会

社
勤
務
）
が
、
採
用
を
担
当
し
た
経
験
を
踏

ま
え
て
、
企
業
で
求
め
ら
れ
る
人
材
に
つ
い

て
語
り
ま
し
た
。「
立
命
館
大
学
に
は
多
様
な

入
試
制
度
に
よ
っ
て
個
性
豊
か
な
学
生
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
学
生
時
代
に
さ

ま
ざ
ま
な
学
生
と
交
流
を
深
め
た
こ
と
で
、

対
人
能
力
や
対
応
力
が
磨
か
れ
ま
し
た
」
と

話
し
、
さ
ら
に
「
企
業
が
求
め
る
の
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
を
経
て
成
長
を
遂
げ
た
と
感
じ

ら
れ
る
人
で
す
。
立
命
館
大
学
に
は
、
経
験

を
積
む
チ
ャ
ン
ス
が
た
く
さ
ん
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
講
座
を
利
用

し
て
資
格
を
取
得
し
た
り
、
留
学
し
た
り
、

あ
る
い
は
課
外
活
動
に
打
ち
込
ん
だ
り
。
大

学
を
最
大
限
活
用
し
た
こ
と
で
、
自
身
の
成

長
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

J
A
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
渡
辺
拓
真
さ

ん
（
政
策
科
学
部
四
回
生
・
独
立
行
政
法
人

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
［
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
］
内

定
）
は
、
進
路
を
決
め
た
経
緯
を
振
り
返
り

ま
し
た
。
三
回
生
で
所
属
し
た
ゼ
ミ
の
指
導

教
授
か
ら
「
二
十
年
、
三
十
年
先
を
見
据
え

て
進
路
を
決
め
な
さ
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ

れ
た
こ
と
が
進
路
選
択
の
決
め
手
に
な
っ
た

と
い
う
渡
辺
さ
ん
。「『
宇
宙
』と
い
う
人
類
共

通
の
テ
ー
マ
な
ら
将
来
に
わ
た
っ
て
追
求
で

き
る
と
思
い
ま
し
た
。
三
回
生
の
夏
、
J
A

Ｘ
Ａ
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
た
こ

と
で
、
さ
ら
に
意
欲
が
高
ま
り
ま
し
た
」
と

語
り
ま
し
た
。
そ
し
て
「
時
間
が
か
か
っ
て

も
自
分
で
進
路
を
決
め
る
の
を
見
守
っ
て
く

れ
た
両
親
、
面
接
指
導
な
ど
で
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
た
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と
結
び
ま
し
た
。

学
生
二
名

の
話
を
受
け
、

平
井
部
長
が

就
職
状
況
に

つ
い
て
説
明

し「
二
〇
〇
七

年
度
の
進
路

決
定
率
は
、

八
六
・
三
％
と

全
国
で
も

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
次
年
度

以
降
は
厳
し
い
採
用
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

過
剰
に
反
応
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
。「
社
会
に
出
る
ま
で
に
必
要
な

の
は『
人
生
観
』『
世
界
観
』
そ
し
て『
社
会

観
・
職
業
観
』を
確
立
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ

に
は『
経
験
か
ら
学
ぶ
力
』を
育
成
す
る
こ
と

が
不
可
欠
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
教
学
を
今

後
も
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
」
と
語
り
ま

し
た
。
ま
た
父
母
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て「
共
に

話
す
」こ
と
、そ
し
て
子
ど
も
が
決
め
る
の
を

「
待
つ
」
こ
と
が
重
要
だ
と
話
し
ま
し
た
。

進
路
・
就
職
説
明
講
演
会
で
は
、「
学
生
と
卒
業
生
が
語
る
ほ
ん
と
の
就
活
、
ほ
ん
と
の
キ
ャ

リ
ア
」を
テ
ー
マ
に
、
就
職
状
況
の
現
状
や
対
策
が
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部
長
の
説
明
の
ほ
か
、
企
業
で
活
躍
す
る
卒
業
生
、
今
年
内
定

を
決
め
た
四
回
生
が
、
当
事
者
の
立
場
で
就
職
活
動
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

学
生
・
卒
業
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

進
路・就
職
説
明
講
演
会

企
業
が
求
め
る
の
は

多
様
な
経
験
を
経
て
成
長
し
た
人

経
験
か
ら
学
ぶ
力
を
育
て

人
生
観
を
確
立
す
る

◆
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
C
A
）：
卒
業
し
、
実
際
に
働
い

て
い
る
O
B
・
O
G
に
よって
構
成
さ
れ
て
お
り
、
在
学
生
と
の
懇

談
会
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
、
就
職
活
動
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
ジ
ュニ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
J
A
）：
就
職
先
が
内
定
し
た

四
回
生
お
よ
び
大
学
院
生
に
よって
構
成
さ
れ
て
お
り
、
下
回

生
に
対
し
て
就
職
懇
談
会
や
就
職
活
動
の
体
験
報
告
会
な
ど

の
就
職
活
動
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
・
リ
ー
ダ
ー
（
P
L
）：
各
学
部
三
回
生
の

ゼ
ミ
か
ら
選
出
さ
れ
、
ゼ
ミ
内
の
就
職
活
動
支
援
の
リ
ー
ダ
ー

的
役
割
を
担
い
ま
す
。

衣
笠
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ま
ず
は
Ｃ
Ａ
の
鳶
川
雅
之
さ
ん
（
理
工
学

研
究
科
修
士
課
程
修
了
・
東
海
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
勤
務
）
が
壇
上
に
。
鳶
川
さ
ん
は
、

一
九
九
八
年
に
理
工
学
部
電
気
電
子
工
学
科

へ
入
学
し
、
そ
の
後
、
大
学
院
へ
進
学
。
現

在
は
、
超
電
動
リ
ニ
ア
の
開
発
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。「
今
の
自
分
か
ら
辿
る
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
」
と
題
し
て
「
会
社
概
要
」
か
ら
始
ま

り
「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
①
～
④
」「
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
を
振
り
返
っ
て
」「
学
生
に
求
め

る
も
の
」と
い
っ
た
タ
イ
ト
ル
別
に
、
ど
の
よ

う
に
就
職
活
動
に
臨
ん
だ
か
を
語
り
ま
し
た
。

学
生
時
代
、
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ア
ル

バ
イ
ト
や
、
鉄
道
研
究
会
サ
ー
ク
ル
で
機
関

誌
編
集
長
を
務
め
た
経
験
を
振
り
返
り
、
最

後
に
は
社
内
で
採
用
に
関
わ
る
立
場
か
ら

「
学
生
の
特
権
で
あ
る
自
由
に
使
え
る
時
間

を
有
効
利
用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
重
ね

な
が
ら
独
創
性
を
育
て
、
逆
境
に
強
い
人
間

に
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
」
と
締
め
括
り
ま

し
た
。

続
い
て
Ｊ
Ａ
の
内
藤
ひ
と
み
さ
ん
（
経
営

学
部
四
回
生
・
株
式
会
社
愛
知
銀
行
内
定
）

が
、
自
身
の
大
学
生
活
お
よ
び
就
職
活
動
に

つ
い
て
話
し
ま
し
た
。「
大
学
生
活
で
の
取
り

組
み
」と
し
て
は「
所
属
し
て
い
た
雅
楽
会
で

第
九
期
会
長
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
忍
耐
と

柔
軟
性
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
語

り
ま
し
た
。
ま
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
企
画
運
営
に
携
わ
っ
た
思
い

出
に
つ
い
て
も
触
れ「
私
の
青
春
で
し
た
」と

笑
顔
。
続
い
て「
就
職
活
動
の
軌
跡
」と
し
て
、

三
回
生
秋
か
ら
開
始
し
、
四
回
生
の
六
月
に

内
定
を
得
る
ま
で
の
流
れ
を
説
明
し
「
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
が
甘
か
っ
た
」「
自
己
分
析

を
始
め
る
の
が
遅
か
っ
た
」「
情
報
収
集
不

足
」と
い
う
反
省
点
を
挙
げ
る
一
方
で「
多
く

の
人
と
出
会
い
、
弱
い
自
分
を
認
め
る
力
を

得
ま
し
た
」
と
就
職
活
動
を
振
り
返
り
ま
し

た
。
最
後
に
「
自
分
で
コ
レ
だ
！ 

と
思
え
る

経
験
を
す
る
こ
と
が
大
切
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
興
味
・
関
心
を
向
け
、
視
野
を
広
げ
て

く
だ
さ
い
」
と
結
び
ま
し
た
。

Ｃ
Ａ
、
Ｊ
Ａ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け

て
、
就
職
状
況
や
社
会
が
求
め
る
「
力
」
に
つ

い
て
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
過
去
の
就
職
状
況
グ
ラ
フ
や
卒
業

生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
「
採
用
活
動
で

は
将
来
の
夢
、
目
標
、
能
力
や
資
質
に
潜
む

『
成
長
の
可
能
性
』
が
評
価
さ
れ
ま
す
。
つ
ま

り
学
生
生
活
の
充
実
度
が
、
確
実
に
将
来

（
就
職
）
を
左
右
す
る
の
で
す
」
と
解
説
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
父
母
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し

て
「
将
来
何
を
し
た
い
か
と
い
う
問
い
に
は
、

簡
単
に
答
え
を
出
せ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
の
問
題
を
親
子
で
考
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
」
と
話
し
、
共
に
考
え
、
向
き
合
っ
て
話

し
、
適
度
な
距
離
で
見
守
り
な
が
ら
待
つ
こ

と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

Ｂ
Ｋ
Ｃ
各
学
部
を
対
象
と
し
た
進
路
・
就
職
説
明
講
演
会
で
は
自
分
ら
し
い
学
生
生
活
の
過

ご
し
方
や
社
会
に
出
て
か
ら
の
働
き
方
に
つ
い
て
、Ｊ
Ａ
の
学
生
と
C
A
（
用
語
の
説
明
は
前
ペ
ー
ジ

下
の
囲
み
参
照
）
で
あ
る
卒
業
生
か
ら
リ
ア
リ
テ
ィ
溢
れ
る
実
体
験
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

進
路・就
職
説
明
講
演
会

い
ま
会
社
が
求
め
て
い
る
の
は

「
自
ら
考
え
動
け
る
人
間
」

見
守
り
な
が
ら
育
て
た
い
の
は

「
自
己
決
定
」
で
き
る
能
力

大
学
生
活
で
の
経
験
を

ど
う
生
か
す
か
が
成
功
の
鍵

『親子で考えるキャリア講座』発行
後悔しない就職のために、親は何ができるのか？
立命館大学では、父母がお子様の進路選択を支援する上で役立つ情
報を冊子、およびウェブサイトで発信しています。採用の現況から
専門家のアドバイスに加え、企業の人事担当者や
就職を決めた学生とその父母の生の声などの情報
が満載。親子で将来や人生について共に考え、希望
通りの進路を掴む一助としてご活用ください。

http://www.ritsumei.ac.jp/mng/fubo/career/
index.html
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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
文
副
部
長
の

挨
拶
か
ら
、
学
生
生
活
講
演
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。「
私
も
息
子
が
二
人
い
る
の
で
、
今
日

は
皆
さ
ん
と
同
じ
親
の
一
人
と
し
て
、
学
生

の
い
ろ
い
ろ
な
声
を
聞
け
れ
ば
」
と
、
講
演

会
へ
の
期
待
を
語
り
ま
し
た
。

ま
ず
は

デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
参

加
す
る
学
生

四
名
の
自
己

紹
介
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

高
校
時
代
か

ら
現
在
に
至

る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
グ
ラ
フ
化
し
た
資
料
を
使
い
、
自

ら
の
学
生
生
活
を
発
表
し
ま
し
た
。

井
上
有
斗
さ
ん
（
文
学
部
三
回
生
）
は
「
あ

る
日
の
食
事
」
と
題
し
た
写
真
で
、
普
段
の

食
生
活
を
紹
介
。
杉
村
美
季
さ
ん
（
産
業
社

会
学
部
三
回
生
）
は
、
学
園
祭
事
務
局
執
行

部
で
の
課
外
と
正
課
の
両
立
に
悩
み
つ
つ
、

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
を

披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
寺
西
正
敏
さ
ん
（
政

策
科
学
部
三
回
生
）
は
、
団
長
を
務
め
る
交

響
楽
団
で
、
組
織
運
営
の
難
し
さ
や
人
と
の

つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
と
語
り
ま
し

た
。
江
藤
聡
子
さ
ん
（
国
際
関
係
学
部
二
回

生
）
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
生
活
費
の
話
を
中

心
に
、
日
常
生
活
を
説
明
し
ま
し
た
。

次
に
、
文
副
部
長
の
進
行
で
行
わ
れ
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
」

「
Ｎ
Ｏ
」
の
パ
ネ
ル
を
使
い
、「
親
（
子
ど
も
）

か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
る
方
だ
と
思
う
」
や
、

「
今
の
子
ど
も
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
う
」
な

ど
の
質
問
に
父
母
と
学
生
が
回
答
。
そ
の
答

え
を
受
け
て
、
文
副
部
長
が
、
学
生
の
考
え

や
感
想
を
順
番
に
聞
き
出
し
ま
し
た
。「
課
外

は
遊
び
だ
と
言
わ
れ
る
が
、
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
る
」と
い
う
学
生
の
意
見
に
は「
遊

び
に
見
え
た
と
し
て
も
意
味
が
あ
る
こ
と
だ

と
、
理
解
し
て
ほ
し
い
と
い
う
事
で
す
ね
」

な
ど
と
、
文
副
部
長
が
ま
と
め
な
が
ら
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
進
み
ま
し
た
。
中
に
は「
頻

繁
に
連
絡
を
す

る
よ
う
求
め
ら

れ
る
が
、
温
か

く
見
守
っ
て
ほ

し
い
」
と
、
親

が
干
渉
し
過
ぎ

る
こ
と
を
指
摘

す
る
意
見
が
出

る
一
方
、「
面
と

向
か
っ
て
言
え

な
い
が
、
勝
て
な
い
存
在
と
感
じ
て
い
る
」

と
、
親
の
偉
大
さ
を
語
る
学
生
も
。「
親
は
干

渉
し
過
ぎ
な
い
、
期
待
し
過
ぎ
な
い
。
か
と

言
っ
て
放
っ
て
お
い
て
は
い
け
な
い
。
そ
の

バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
す
ね
」
と
文
副
部
長
は

締
め
括
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
父
母
か
ら
学
生
へ
の
質
問
の
時

間
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。「
正
課
と
課
外
、
ア

ル
バ
イ
ト
を
ど
の
よ
う
に
や
り
く
り
し
て
い

る
の
か
？
」
と
い
う
問
い
や
「
彼
氏
、
彼
女
は

い
る
？
」
と
い
う
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
質
問
な

ど
、
父
母
が
気
に
な
る
“
学
生
事
情
”
に
つ
い

て
の
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。「
言
葉

に
し
な
い
け
れ
ど
、
心
で
は
感
謝
し
て
い
る

の
で
安
心
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
学
生
の
意

見
に
「
安
心
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
す
ね
」
と
文
副
部
長
。「
学
生
の
生
の
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
参
考
に
な
っ
た
」
と

い
う
感
想
も
多
数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
父
母

に
と
っ
て
充
実
し
た
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

悩
み
、
迷
い
な
が
ら
も

課
外
と
正
課
を
両
立

干
渉
し
過
ぎ
ず
、
放
っ
て
お
か
ず

バ
ラ
ン
ス
が
難
し
い

言
葉
に
は
し
な
い
が

親
へ
の
感
謝
を
再
確
認
す
る

教
員
か
ら
学
生
生
活
の
近
況
を
報
告
す
る
秋
の
学
生
生
活
講
演
会
。「
学
生
の
生
の
声
を

も
っ
と
聞
き
た
い
」
と
い
う
父
母
の
声
が
多
い
こ
と
か
ら
、
今
年
は
「
親
が
聞
き
た
い
子

ど
も
の
本
音
」
と
題
し
、
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
文ム

ン

京ギ
ョ
ン
ス洙
学
生
部
副
部
長
（
国
際
関
係
学

部
教
授
）
と
学
生
四
名
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
生
生
活
講
演
会

衣
笠
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種
子
田
学
生
部
長
の
司
会
進
行
で
四
名
の

学
生
が
、
日
々
の
学
生
生
活
の
様
子
や
成
長

の
た
め
の
取
り
組
み
、
学
ぶ
上
で
の
困
難
や

喜
び
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
「
立
命
館
大
学
に
満
足
を
し
て
い
る

か
」と
い
う
問
い
か
け
に
対
し
て
全
員
が「
満

足
を
し
て
い
る
」と
回
答
。
末
永
晋
一
郎
さ
ん

（
薬
学
部
一
回
生
）
は
「
立
命
館
大
学
に
は
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
機
会
が
数
多
く
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
経
営
に
興
味
が
あ

れ
ば
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
養
成
講
座
を
受
講

で
き
る
し
、
英
語
を
学
び
た
け
れ
ば
交
換
留

学
制
度
を

活
用
す
れ

ば
い
い
。

立
命
館
大

学
だ
か
ら

こ
そ
、
で

き
る
こ
と

が
た
く
さ

ん
あ
り
ま

す
」
と
述

べ
ま
し
た
。

続
い
て
「
大
学
生
活
を
通
し
て
成
長
を
す

る
た
め
に
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
る
か
？
」
と
い
う
問
い
か
け

に
対
し
て
、
宮
野
友
輔
さ
ん
（
情
報
理
工
学

部
四
回
生
）
は
「
現
在
、
社
会
人
の
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
に
参
加
し
て
お
り
、
そ
こ
で
地
域
の

中
学
生
に

サ
ッ
カ
ー
を

教
え
る
機
会

が
あ
り
ま
す
。

最
初
は
サ
ッ

カ
ー
の
技
術

を
教
え
よ
う

と
し
て
い
た

の
で
す
が
、

そ
れ
よ
り
も

一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
た
ち
の『
考
え
る
力
』が
弱
い
こ
と

に
気
づ
き
始
め
ま
し
た
。
今
で
は
自
分
の
こ

と
は
自
分
で
決
め
て
行
動
に
移
せ
る
力
を
養

え
る
よ
う
な
指
導
に
重
点
を
置
い
て
い
ま

す
」
と
答
え
ま
し
た
。

ま
た
「
学
生
生
活
で
父
母
に
支
援
し
て
ほ

し
い
こ
と
は
何
か
？
」と
い
う
問
い
に
、
諸
戸

陽
子
さ
ん
（
経
営
学
部
二
回
生
）
は
「
最
初
は

下
宿
す
る
こ
と
を
親
に
反
対
さ
れ
ま
し
た
が
、

自
分
が
で
き
る
範
囲
内
で
生
活
費
を
や
り
く

り
す
る
こ
と
を
条
件
に
許
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
け
れ
ど
、
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
て

そ
れ
に
集
中
す
る
と
、
金
銭
的
に
余
裕
が
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
を

み
て
、『
困
っ
た
と
き
は
い
つ
で
も
連
絡
し
て

ね
』
と
言
っ
て
物
心
両
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
た
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
答
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
場
の
父
母
か
ら
幾
つ
か
学

生
に
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
、
現
状
の
学
生

生
活
を
聞
く
に
つ
れ
、
感
心
の
声
も
出
て
い

ま
し
た
。

最
後
に
、
父
母
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

冬
野
祥
子
さ
ん
（
経
済
学
部
三
回
生
）
は
「
両

親
と
離
れ
て
み
て
、
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る

こ
と
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

私
は
常
々
両
親
し
か
本
当
の
こ
と
を
言
っ
て

く
れ
る
人
は
い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
友

人
で
は
ち
ょ
っ
と
言
い
づ
ら
い
よ
う
な
こ
と

で
も
、
両
親
は
批
判
を
含
め
て
正
面
か
ら
ぶ

つ
か
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。
今
は
離
れ
て
い

る
け
れ
ど
、
い
つ
も
感
謝
し
て
い
る
と
伝
え

た
い
で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

立
命
館
大
学
だ
か
ら
こ
そ

学
び
の
選
択
肢
が
豊
富
に
あ
る

日
々
の
学
生
生
活
の
中
で

自
分
自
身
の
成
長
を
振
り
返
る

い
つ
で
も
味
方
で
い
て
く
れ
る

揺
ぎ
な
い
サ
ポ
ー
ト
に
感
謝

B
K
C
で
は
種
子
田
穣
学
生
部
長
が
司
会
進
行
を
務
め
、
学
生
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
壇
上
の
学
生
た
ち
が
自
信
を
持
っ
て
発
言
す
る
な
ど
、
活
発
な
意
見

交
換
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
会
場
で
は
熱
心
に
聞
き
入
る
父
母
の
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

学
生
生
活
講
演
会
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父
母
教
育
後
援
会
の
中
村
悦
子
監
事
・
兵

庫
県
委
員
に
よ
る
事
業
中
間
報
告
か
ら
全
体

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
次
い
で
、
吉
田
美
喜

夫
法
学
部
長
が
挨
拶
の
壇
上
で
、
本
年
度
か

ら
の
教
学
改
革
に
触
れ
、「
今
回
は
特
に
キ
ャ

リ
ア
形
成
を
重
視
し
た
改
革
を
行
い
、
学
生

が
自
分
の
将
来
を
見
据
え
て
着
実
に
力
を
付

け
て
い
く
仕
組
み
を
用
意
し
ま
し
た
。
日
頃

の
勉
強
の
成
果
を
基
に
議
論
を
行
い
、
勉
強

を
深
め
る
『
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
』
が
、
約
二
十

年
ぶ
り
に
復
活
す
る
こ
と
は
、
今
回
の
改
革

を
学
生
が
実
践
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
の
表

れ
で
あ
り
、
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
」
と
報

告
。
ま
た
「
本
年
度
の
就
職
状
況
は
極
め
て

良
好
で
、
司
法
試
験
に
は
西
日
本
私
大
で
一

位
の
五
十
九
名
が
合
格
し
ま
し
た
。
法
学
部

で
あ
る
以
上
、
法
律
の
専
門
職
の
分
野
は
も

ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
の
法
学
の
教
育
に
つ
い

て
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
、
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

学
び
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
堀
雅
晴
副
学

部
長
が
紹
介
し
ま
し
た
。「
学
部
教
育
で
は
、

時
代
の
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
選
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ク
ラ
ス
制

に
よ
り
、基
礎
学
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
き

め
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、よ
り
早
い
段
階
で
自
分
の
学
び
を
将
来
の

進
路
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、二
回
生
に
は

多
彩
な
実
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
し
て
お

り
、
総
合
大
学
で
学
ぶ
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、

し
っ
か
り
と
人
生
を
見
つ
め
た
進
路
就
職
活

動
を
し
て
ほ
し
い
」と
語
り
ま
し
た
。

次
に
、
竹
濱
修
法
学
研
究
科
長
が
大
学
院

教
育
の
現
状
を
報
告
し
ま
し
た
。「
昨
今
、
民

間
企
業
で
も
法
律
に
関
す
る
知
識
を
持
っ
た

人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
法
学

研
究
科
で
は
、
法
曹
養
成
以
外
に
も
法
律
専

門
職
を
養
成
し
て
い
ま
す
。
大
学
院
進
学
で

は
専
門
知
識
を
学
部
段
階
以
上
に
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
さ
せ
、
社
会
で
の
活
躍
へ
と
つ
な
が

り
ま
す
。
大
学
院
進
学
を
検
討
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
三
名
の
学
生
が
来
場
し
、
就
職
活

動
体
験
を
話
し
ま
し
た
。

中
村
丁
司
さ
ん（
四
回
生
・
国
家
公
務
員

裁
判
所
事
務
官
Ⅱ
種
内
定
）
は
、「
公
務
員
試

験
は
併
願
が
基
本
。
可
能
な
限
り
の
受
験
を

勧
め
ま
す
が
、
と
に
か
く
長
丁
場
の
試
験
勉

強
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は『
公
務
員
に
な

る
ん
だ
』と
い
う
強
い
意
志
が
重
要
で
す
」と

話
し
ま
し
た
。
大
西
真
央
さ
ん（
四
回
生
・
株

式
会
社
日
本
総
合
研
究
所
内
定
）は「
不
採
用

が
続
く
辛
い
時
期
に
支
え
て
く
れ
た
の
は
家

族
。
温
か
い
見
守
り
や
、
潰
れ
そ
う
な
時
に

そ
っ
と
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
た
こ
と
が
励

み
に
な
り
ま
し
た
」と
振
り
返
り
ま
し
た
。
木

村
直
人
さ
ん（
修
士
課
程
二
回
生
・
ダ
イ
ハ

ツ
工
業
株
式
会
社
内
定
）
は
「
大
学
院
で
は
、

テ
キ
ス
ト
を
越
え
た
実
践
的
な
学
習
か
ら
多

く
の
こ
と
を
学
び
、
そ
の
経
験
を
自
分
の

『
幅
』
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
内
定
に

つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

全
体
会
の
後
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

懇
談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
就
職
・
大
学
院

進
学
に
つ
い
て
の
懇
談
会
に
は
、
全
体
会
で

就
職
活
動
の
報
告
を
行
っ
た
中
村
丁
司
さ
ん

も
参
加
。
会
場
の
父
母
か
ら
は
、
公
務
員
試

験
や
就
職
活
動
に
関
す
る
質
問
が
投
げ
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
中
村
さ
ん
の
実
体
験
に
基
づ

い
た
ア
ド
バ
イ
ス
に
う
な
ず
く
父
母
も
多
数

見
ら
れ
、
活
発
な
質
疑
応
答
・
意
見
交
換
と

な
り
ま
し
た
。

法
学
部

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
法
学
を
実
践
す
る
た
め

学
生
自
身
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
重
視
し
た
改
革
を
行
う

学
部
別
懇
談
会

学
部
か
ら
の
報
告

Ⅰ. 全体会
❶2008年度事業中間報告	 中村悦子	父母教育後援会監事
❷学部代表挨拶	 吉田美喜夫	法学部長
❸法学部教育の現状と課題について	堀雅晴	法学部副学部長
❹大学院教育の現状について	 竹濱修	法学研究科長
❺就職内定者の体験談（学生生活と就職活動）
　学部生・院生の報告に対する質疑・応答
　中村丁司さん（4回生・裁判所事務官Ⅱ種内定）
　大西真央さん（4回生・株式会社日本総合研究所内定）
　木村直人さん（修士課程2回生・ダイハツ工業株式会社内定）

Ⅱ. グループ別懇談会
◎成績・学習について　◎就職・大学院進学について

プログラム

学
生
の
体
験
談

グ
ル
ー
プ
別
懇
談
会
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父
母
教
育
後
援

会
の
馬
場
慶
子
常

任
委
員
・
京
都
府

委
員
に
よ
る
事
業

中
間
報
告
か
ら
全

体
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。
國
廣
敏
文

産
業
社
会
学
部
長

は「
昨
年
、
本
学
部
は
五
専
攻
制
に
改
編
。
現

在
学
生
数
は
、
大
学
院
生
を
含
め
て

四
千
三
百
名
に
上
り
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。
ま
た
「
正
課
と
課
外
を
結
び
つ
け
た
多

様
な
学
び
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
な
ど
実
践
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
学

術
横
断
的
な
学
び
が
、
学
生
自
身
の
個
性
や

関
心
を
花
開
か
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
」
と
述
べ
、
多
様
な
個
性
を
育
て
る
学

部
と
し
て
、
教
学
改
革
に
努
め
る
決
意
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

有
賀
郁
敏
副
学
部
長
が
、
産
業
社
会
学
部

の
学
び
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
し
い
説
明
を

加
え
ま
し
た
。
有
賀
副
学
部
長
は「
学
生
、
教

員
と
も
に
、
知
識
を
身
に
付
け
る
だ
け
で
な

く『
知
を
生
産
す
る
』
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
社
会
の
中
か
ら
課
題
を
見

つ
け
、
そ
の
解
決
方
法
を
編
み
出
す
能
力
が

必
要
で
す
。
そ
の
力
を
よ
り
高
く
育
む
た
め

に
、
来
年
度
以
降『
小
集
団
学
習
』を
強
化
す

る
予
定
で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た「
課
外

活
動
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
が
学
生
を
育
て
ま
す
。
父
母

の
皆
様
も
ぜ
ひ
、
学
生
の
こ
う
し
た
活
動
を

応
援
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」と
結
び
ま
し
た
。

進
路
を
決
め
た
五
名
が
、
自
身
の
進
路
を

選
ぶ
ま
で
の
道
程
を
語
り
ま
し
た
。

朝
田
博
之
さ
ん
（
四
回
生
・
大
阪
府
小
学

校
教
員
内
定
）
は
、
入
学
当
初
か
ら
小
学
校

教
員
を
志
望
し
て
い
た
こ
と
や
、
教
育
専
門

の
学
部
で
は
得
ら
れ
な
い
多
様
な
学
び
が
力

に
な
っ
た
こ
と
を
振
り
返
り
「
小
学
校
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

学
校
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
と
い
っ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も

積
極
的
に
参
加
し

ま
し
た
。
教
員
に

な
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
は
何
か
を

考
え
、
目
標
を

定
め
て
行
動
し

た
こ
と
が
、
結

果
に
つ
な
が
り

ま
し
た
」
と
語

り
ま
し
た
。
ま

た
、
山
本
悦
史

さ
ん
（
四
回

生
・
本
学
社
会

学
研
究
科
博
士

課
程
前
期
課
程

進
学
予
定
）
は
、

ス
ポ
ー
ツ
社
会
学
に
つ
い
て
専
門
性
を
深
め

る
べ
く
、
大
学
院
へ
進
学
す
る
道
を
選
び
ま

し
た
。「
勉
強
を
続
け
る
に
は
金
銭
的
な
不
安

も
あ
り
ま
し
た
。
立
命
館
大
学
は
奨
学
金
制

度
が
充
実
し
て
お
り
、
大
き
な
助
け
に
な
り

ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

学
生
生
活
の
思
い
出
を
尋
ね
ら
れ
た
山
本

奈
央
さ
ん
（
四
回
生
・
株
式
会
社
N
T
T
コ

ム
ウ
ェ
ア
内
定
）
は
「
産
業
社
会
学
部
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
大
会
」
に
出
場
し
た
経
験
談
を
披
露
。

「
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
グ
ル
ー
プ
を
ま
と
め
、

研
究
、
資
料
作
成
、
発
表
ま
で
を
や
り
遂
げ

ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
皆
と
力
を
合
わ
せ
る

大
切
さ
を
学
び
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
育
ん
だ
こ
と
が
、
就
職
活
動
で
も
役
立

ち
ま
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。
栗
田
佳
典
さ

ん
（
四
回
生
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
内
定
）は
、
三
回
生
の
時
に
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
経
験
。「
ア
フ
リ
カ
の
ル
ワ
ン
ダ

地
方
で
福
祉
活
動
に
従
事
し
ま
し
た
が
、
か

ね
て
か
ら
関
心
の
あ
っ
た
国
際
支
援
の
現
場

を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
が
、
進
路
を
決

め
る
契
機
に
な
り
ま
し
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

大
河
内
春
香
さ
ん
（
四
回
生
・
株
式
会
社

大
広
内
定
）
は
「
就
職
活
動
中
は
、
面
接
や
試

験
に
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
落

ち
込
ん
だ
時
、
両
親
が
普
段
通
り
に
接
し
て

く
れ
た
の
が
あ
り
が
た
か
っ
た
」
と
思
い
返

し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
父
母
か
ら
「
就
職
活

動
時
期
が
早
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
」

と
い
っ
た
声
が
上
が
る
な
ど
、
会
場
で
は
活

発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
「
成
績
・
学
習
」「
就
職
・
大
学

院
進
学
」「
個
別
相
談
」
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ

て
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

産
業
社
会
学
部

小
集
団
教
育
を
強
化
し

学
生
の
個
性
を
輝
か
せ
る
教
育
を
め
ざ
す

学
部
別
懇
談
会

Ⅰ. 全体会
❶2008年度事業中間報告	 馬場慶子	父母教育後援会常任委員
❷学部代表挨拶	 國廣敏文	産業社会学部長
❸産業社会学部の学びについて	 有賀郁敏	産業社会学部副学部長
❹学生生活・就職活動について
　朝田博之さん（4回生・大阪府小学校教員内定）
　栗田佳典さん（4回生・NPO法人テラ・ルネッサンス内定）
　山本悦史さん（4回生・本学社会学研究科博士課程前期課程進学予定）
　大河内春香さん（4回生・株式会社大広内定）
　山本奈央さん（4回生・株式会社NTTコムウェア内定）

Ⅱ. グループ別懇談会
◎成績・学習について	◎就職・大学院進学について	◎個別相談について

プログラム

学
部
か
ら
の
報
告

学
生
の
体
験
談

グ
ル
ー
プ
別
懇
談
会
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父
母
教
育
後
援
会
の
濱
家
重
信
常
任
委

員
・
奈
良
県
委
員
に
よ
る
事
業
中
間
報
告
か

ら
、
全
体
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
次
い
で
高

橋
伸
彰
国
際
関
係
学
部
長
が
「
二
十
周
年
を

迎
え
た
国
際
関
係
学
部
は
、
こ
れ
ま
で
に

五
千
名
を
超
え
る
卒
業
生
・
修
了
生
を
輩
出

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
世
界

各
地
で
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

し
、
そ
し
て
、
そ
ん
な
先
輩
を
め
ざ
し
て
学

生
た
ち
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と
報
告
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
「
こ
の
数
年
で
十
名
近
く
の

新
し
い
教
員
を
迎
え
、
学
生
と
教
員
の
比
率

が
さ
ら
に
恵
ま
れ
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
」

と
近
況
を
語
り
ま
し
た
。

次
に
森
岡
真
史
副
学
部
長
が
学
生
生
活
、

お
よ
び
学
部
教
育
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。
一
つ
目
は
、
国
際
関
係
学
部
の
特

徴
で
あ
る「
学
び
の
間
口
の
幅
広
さ
」に
つ
い

て
で
、
一
回
生
で
は
法
律
、
政
治
、
経
済
、
文

化
、
社
会
な
ど
、
人
間
社
会
す
べ
て
の
領
域

か
ら
国
際
関
係
学
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
る
点
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
「
用
意
さ
れ
た

領
域
の
幅
が
広
過
ぎ
て
、
興
味
の
あ
る
分
野

が
定
ま
ら
な
い
学
生
も
い
ま
す
が
、
広
い
関

心
の
中
か
ら
最
終
的
に
自
分
が
専
門
的
に
学

ぶ
問
題
を
見
つ
け
ら
れ
れ
ば
良
い
と
考
え
て

い
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。
二
つ
目
は
、
立
命

館
大
学
が
用
意
す
る
多
種
多
様
な
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
機
会
が

多
い
こ
と
」
を
特
徴
と
し
て
挙
げ
ま
し
た
。

三
つ
目
は
「
少
人
数
教
育
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

に
つ
い
て
で
す
。「
学
生
と
教
員
が
日
常
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
機
会
を
設
け
、

個
別
面
談
を
行
う
な
ど
、
学
生
一
人
ひ
と
り

を
丁
寧
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
ま
す
」
と
報
告

し
ま
し
た
。
ま
た「
大
学
で
学
ん
だ
力
」を
ど

う
生
か
し
て
い
く
か
を
伝
え
る
「
キ
ャ
リ
ア

教
育
」
を
重
視
し
て
い
る
点
も
伝
え
ま
し
た
。

そ
し
て
「
も
う
一
段
高
い
と
こ
ろ
を
目
指
し

て
私
た
ち
の
教
育
を
作
り
上
げ
た
い
。
国
際

関
係
学
部
の
現
状
や
今
後
改
革
し
て
い
く
べ

き
方
向
性
に
つ
い
て
、
皆
様
の
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

続
い
て
石
原
直
紀
副
学
部
長
が
「
就
職
を

取
り
巻
く
社
会
環
境
」
に
つ
い
て
、
立
命
館

大
学
の
就
職
活
動
支
援
の
内
容
を
報
告
し
ま

し
た
。
学
生
が
実
際
に
就
職
活
動
を
経
験
す

る
上
で
、
精
神
状
態
も
含
め
て
ど
の
よ
う
な

状
況
に
あ
る
の
か
、
大
学
や
父
母
が
ど
の
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。
最
後
は
「
可
愛
い
子
に
は

旅
を
さ
せ
よ
」
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
留
学

や
就
職
を
テ
ー
マ
と
す
る
グ
ル
ー
プ
別
懇
談

会
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

「
留
学
・
就
職
懇
談
会
」
で
は
、
安
田
杏
映

さ
ん（
四
回
生
）が
、
留
学
準
備
や
現
地
で
の

生
活
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
特
に
四
回

生
の
夏
に
帰
国
し
、
そ
こ
か
ら
始
め
た
就
職

活
動
中
の
不
安
や
葛
藤
、
最
終
的
に
立
命
館

大
学
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
内

定
を
得
た
話
に
、
熱
心
に
聞
き
入
る
父
母
の

姿
が
目
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
「
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
・
就
職
懇
談
会
」で
は
、八
木
田
貴
史

さ
ん（
三
回
生
）が
、
国
際
交
流
基
金
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
参
加
し
、
学

ん
だ
こ
と
を
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
す

る
技
術
を
実
体

験
で
身
に
付
け

た
こ
と
や
、
視

野
が
広
が
っ
た

こ
と
に
つ
い
て

報
告
し
ま
し
た
。

国
際
関
係
学
部

幅
広
い
学
び
の
領
域
と
多
彩
な
チ
ャ
ン
ス
か
ら

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
人
材
を
育
成

学
部
別
懇
談
会

Ⅰ. 全体会
❶2008年度事業中間報告	 濱家重信	父母教育後援会常任委員
❷学部代表挨拶	 高橋伸彰	国際関係学部長
❸学生生活および学部教育の現状について
	 森岡真史	国際関係学部副学部長
❹進路・就職活動報告	 石原直紀	国際関係学部副学部長

Ⅱ. グループ別懇談会
◎「留学・就職懇談会」
　浅野拓斗さん（3回生）
　安田杏映さん（4回生）
◎「インターンシップ・就職懇談会」	
　八木田貴史さん（3回生）
　岡部紗代子さん（4回生）

プログラム

学
部
か
ら
の
報
告

グ
ル
ー
プ
別
懇
談
会
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父
母
教
育
後
援
会
の
小
野
善
三
常
任
委

員
・
京
都
府
委
員
に
よ
る
事
業
中
間
報
告
か

ら
、全
体
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
見
上
崇
洋
政

策
科
学
部
長
は
挨
拶
の
中
で
、
最
近
の
就
職

活
動
の
面
接
に
つ
い
て
触
れ「
自
分
が
見
た
も

の
を
、
い
か
に
実
感
と
し
て
伝
え
る
か
や
、
問

題
に
関
わ
る
姿
勢
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
策
科
学
部
で
学
ん
で
い
る
学
生
た
ち
は
、

そ
う
し
た
能
力
が
し
っ
か
り
身
に
付
い
て
い

ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
文
部
科
学
省

の
補
助
金
制
度
が
学
部
・
大
学
院
と
も
に
適

用
さ
れ
た
こ
と
も
報
告
し「
大
学
で
の
教
育
内

容
が
対
外
的
に
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
」と
語

り
ま
し
た
。

続
い
て
、
服
部
利
幸
副
学
部
長
が
学
部
教

育
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
の

授
業
を
は
じ
め
、
小
集
団
科
目
を
中
心
と
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
学
生

が
学
内
外
を
問
わ
ず
研
究
発
表
の
場
に
積
極

的
に
参
加
し
、入
賞
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

報
告
。「
地
域
貢
献
と
学
生
の
学
び
を
う
ま
く

融
合
さ
せ
る
試
み
と
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
学
外
に
出
て
調
査

す
る
な
ど
、
学
生
の
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は

学
内
に
留
ま
り
ま
せ
ん
」と
話
し
ま
し
た
。
さ

ら
に「
学
外
で
初
め
て
大
人
に
触
れ
、
多
く
の

こ
と
を
聞
く
中
で
、
自
ら
の
足
り
な
い
部
分

に
気
付
き
ま
す
。
こ
れ
を
外
部
の
講
師
の
セ

ミ
ナ
ー
や
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
に
よ
っ
て
カ
バ
ー

す
る
と
い
っ
た
、
大
学
の
外
側
に
も
学
生
を

支
え
る
仕
組
み
を
作
っ
た
こ
と
が
、
文
部
科

学
省
に
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
」
と
述
べ「
大
学

は
学
び
の
チ
ャ
ン
ス
を
多
数
用
意
し
て
い
る

の
で
、
積
極
的
に
参
加
し
て
自
分
の
も
の
に

し
て
く
だ
さ
い
」と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

最
後
は
大
塚
陽
子
学
生
主
事
が
学
生
生
活

に
つ
い
て
「
他
学
部
に
比
べ
て
小
規
模
な
学

部
ゆ
え
に
、
よ
り
き
め
細
か
い
学
生
支
援
が

実
現
し
て
い
ま
す
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

続
い
て
学
生
二
名
に
よ
る
政
策
科
学
部
で

の
学
び
や
就
職
活
動
に
つ
い
て
の
紹
介
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
一
回
生
の
授
業
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
組
織「
オ
リ
タ
ー
団
」で
活
躍

す
る
松
山
誘
学
さ
ん
（
三
回
生
）
が
、
そ
の
活

動
内
容
を
中
心
に
、
学
部
で
の
学
び
と
課
外

自
主
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

次
に
有
村
朱
加
さ
ん
（
四
回
生
）
が
、
自
身

の
就
職
活

動
に
つ
い

て
披
露
。

「
立
案
か

ら
企
画
、

運
営
と
い

う
一
連
の

流
れ
を
学

部
で
身
に

付
け
た
こ

と
が
、
就
職
活
動
で
も
大
変
有
効
で
し
た
」

と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
就
職
活
動
の
実
体

験
や
、
両
親
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
く
れ

た
か
に
つ
い
て
、
そ
の
時
々
の
心
の
動
き
を

説
明
し
な
が
ら
、
具
体
的
に
紹
介
。
熱
心
に

聞
き
入
る
父
母
の
姿
が
多
数
見
ら
れ
ま
し
た
。

回
生
別
に
分
か
れ
て
の
懇
談
会
で
は
、
全

体
会
の
内
容
を
さ
ら
に
詳
し
く
説
明
し
て
ほ

し
い
と
い
う
父
母
か
ら
の
質
問
を
受
け
付
け

ま
し
た
。
各
会
場
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
回
生
な

ら
で
は
の
疑
問
点
や
、
学
生
生
活
の
状
況
に

関
す
る
質
問
が
多
数
飛
び
出
し
、
学
生
生
活

に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
に
父
母
に
伝
え
ら

れ
る
充
実
し
た
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

政
策
科
学
部

小
集
団
ク
ラ
ス
で
身
に
付
け
る
“
思
考
力
”
が

就
職
活
動
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
生
か
さ
れ
る

学
部
別
懇
談
会

Ⅰ. 全体会
❶2008年度事業中間報告	 小野善三	父母教育後援会常任委員
❷学部代表挨拶	 見上祟洋	政策科学部長
❸学部教育について	 服部利幸	政策科学部副学部長
❹学生生活について	 大塚陽子	学生主事
❺学生の学びについて	 松山誘学さん（3回生）
❻就職活動について	 有村朱加さん（4回生）

Ⅱ. 回生別懇談会
◎1回生　◎2回生　◎	3回生以上

プログラム

学
部
か
ら
の
報
告

学
生
の
体
験
談

回
生
別
懇
談
会
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父
母
教
育
後
援

会
の
大
矢
須
美
子

常
任
委
員
・
京
都

府
委
員
に
よ
る
事

業
中
間
報
告
か
ら

全
体
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。
次
い
で

木
村
一
信
文
学
部
長
が
挨
拶
し
、「
伝
統
的
な

十
専
攻
に
加
え
、
三
つ
の
学
際
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
擁
し
、
総
合
的
、
国
際
的
な
学
部
を

目
指
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
文
学
部
の
現
状

を
説
明
。「
昨
今
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
大
学

が
『
勉
強
し
、
力
を
付
け
る
場
所
』
と
し
て
機

能
す
る
こ
と
が
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、『
学
習
者
中

心
の
学
び
』
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
近
年
、
文
学
部
の
就
職
率
は
ま
す
ま
す

伸
び
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

続
く
「
京
都
で
学
ぶ
歴
史—

伏
見
人
形
の

不
思
議—

」
と
題
し
た
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ミ
ニ

講
義
で
は
、
木
立
雅
朗
教
授
が
授
業
で
実
施

し
て
い
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
紹
介
。
学

生
の
普
段
の
学
び
の
様
子
が
分
か
る
講
義
と

な
り
ま
し
た
。

木
立
教
授
は
、
京
都
・
伏
見
地
域
で
作
ら

れ
る
郷
土
玩
具
「
伏
見
人
形
」
に
着
目
し
、
伏

見
人
形
を
製
造
し
て
い
る
店
や
京
焼
、
清
水

焼
な
ど
京
都
の
高
級
焼
き
物
の
窯
元
を
学
生

と
訪
ね
た
様
子
を
ス
ラ
イ
ド
で
示
し
な
が
ら
、

伏
見
人
形
の
歴
史
を
説
明
。「
伏
見
人
形
が
素

焼
き
の
玩
具
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
平
安
時
代
か
ら
発

達
し
た
鋳
造
技
術
や
京
焼
な
ど
の
京
都
独
自

の
文
化
が
あ
り
ま
し
た
」
と
解
説
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
伏
見
人
形
作
り
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ベ

ン
チ
ャ
ー
」だ
っ
た
と
い
う
見
解
を
示
し「
伝

統
と
は
歴
史
を
守
る
こ
と
で
は
な
く
、
新
し

い
歴
史
を
作
る
こ
と
」
と
い
う
持
論
を
展
開

し
ま
し
た
。

最
後
に
木
立
教
授
は
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
な
ど
多
様
な
学
び
を
通
し
て
、
学
生
に
は

論
理
的
思
考
力
を
磨
い
て
ほ
し
い
も
の
で

す
」
と
結
び
ま
し
た
。

来
年
度
に
教
員
や
民
間
企
業
の
社
員
と
な

る
三
名
の
学
生
が
、
大
学
生
活
や
就
職
活
動

に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。
山
本
岳
さ
ん
（
四

回
生
・
愛
知
県
教
員
内
定
）
は
、
文
学
部
独

自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
「
学
校
教
育
臨
床
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
履
修
し
、
教
員
試
験
に
合

格
し
ま
し
た
。「
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

経
験
し
、
情
熱
を
持
っ
て
指
導
す
る
現
場
の

先
生
の
姿
を
見
た
こ
と
で
教
師
へ
の
志
を
新

た
に
し
ま
し
た
」
と
語
り
ま
し
た
。
中
西
杏

里
さ
ん
（
四
回
生
・
本
田
技
研
工
業
株
式
会

社
内
定
）
は
、
約
八
ヵ
月
の
カ
ナ
ダ
留
学
を

経
験
。「
カ
ナ
ダ
で
の
生
活
を
通
し
て
語
学
力

向
上
は
も
と
よ
り
、
人
間
的
に
成
長
し
た
こ

と
が
収
穫
。
自
分
に
と
っ
て
の『
留
学
の
意

味
』
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
成
功
の
カ
ギ
で

す
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

ま
た
福
本
亘
さ
ん
（
四
回
生
・
伊
藤
忠
商

事
株
式
会
社
内
定
）
は
就
職
活
動
に
つ
い
て

語
り
「
就
職
活
動
で
は
、
留
学
や
勉
強
の
最

中
、
困
難
を
ど
う
乗
り
越
え
た
か
に
つ
い
て
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
伝
え
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

専
攻
に
分
か
れ
て

の
懇
談
会
で
は
、
闊

達
な
議
論
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
中
で
も
、

日
本
史
学
専
攻
懇
談

会
で
は
、
現
在
の
厳

し
い
経
済
や
就
職
状

況
を
心
配
す
る
父
母
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
「
四
年
間
を
通
じ
て
き
め
細

か
く
指
導
し
、
卒
業
論
文
と
い
う
成
果
に
結

び
つ
け
ま
す
。
論
文
を
仕
上
げ
る
過
程
で
、

社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
能
力
が
育
ま
れ
、
公

務
員
や
教
員
、
一
般
企
業
と
い
っ
た
多
様
な

方
面
で
の
高
い
就
職
率
を
維
持
し
て
い
ま

す
」
と
学
部
担
当
者
が
答
え
て
い
ま
し
た
。

文
学
部

学
際
的
な
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
伝
統
的
な
専
攻
を
融
合
し
、

多
様
な
学
び
を
実
現
す
る

学
部
別
懇
談
会

Ⅰ. 全体会
❶2008年度事業中間報告	 大矢須美子	父母教育後援会常任委員
❷学部長挨拶・大学近況報告	 木村一信	文学部長
❸アカデミック講義	
　「京都で学ぶ歴史	—伏見人形の不思議—」
　講師：木立雅朗	文学部教授（日本史学専攻）
❹学生からのメッセージ
　山本	岳さん（西洋史学専攻4回生・愛知県教員内定）
　中西杏里さん（国際プログラム4回生・本田技研工業株式会社内定）
　福本	亘さん（中国文学専攻4回生・伊藤忠商事株式会社内定）

Ⅱ. 専攻別懇談会
◎専攻ごとに分かれて実施

プログラム

学
部
か
ら
の
報
告

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ミ
ニ
講
義

学
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

専
攻
別
懇
談
会
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父
母
教
育
後
援
会
の
松
野
真
弓
埼
玉
県
委

員
に
よ
る
事
業
中
間
報
告
か
ら
、
全
体
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。
続
い
て
大
森
康
宏
映
像
学

部
長
が
開
設
か
ら
の
二
年
間
を
振
り
返
り

「
教
員
は
専
門
科
目
を
教
え
る
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
中
か
ら
学
生
自
身
が
自
分
に
合
う

選
択
が
で
き
る
よ
う
、
多
様
性
に
重
き
を
置

い
て
講
義
を
行
っ
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し

た
。
そ
し
て
「
三
、四
回
生
に
な
る
と
、
自
分

自
身
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
を
ど
う
選
び
、
自

分
の
生
き
て
い
く
道
を
ど
の
よ
う
に
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
す
る
の
か
を
考
え
る
時
期
に
入
っ

て
き
ま
す
。
就
職
も
選
択
肢
の
一
つ
だ
が
、

そ
の
前
に
学
生
た
ち
が
『
自
分
は
ど
う
生
き

て
い
く
か
』
を
し
っ
か
り
と
考
え
、
多
く
の

教
員
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
重
要
で
す
」
と
述
べ

「
学
生
が
新
し
い
人
生
を
切
り
開
く
た
め
に

知
識
は
も
ち
ろ
ん
、
外
の
世
界
と
の
繋
が
り

を
持
た
せ
る
の
が
我
々
の
務
め
で
す
。
父
母

の
皆
様
に
お
い
て
は
、
彼
ら
が
人
生
設
計
を

し
て
い
く
中
で
、
精
神
的
な
部
分
の
サ
ポ
ー

ト
を
お
願
い
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

学
び
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
冨
田
美
香
副

学
部
長
が
紹
介
。
来
年
度
、
三
回
生
に
対
し

て
開
講
す
る
演
習
（
ゼ
ミ
）
に
つ
い
て
触
れ
、

今
後
の
演
習
登
録
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、「
ア
ー

ト
」「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」「
ビ
ジ
ネ
ス
」そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
に
お
い
て
、
従
来
の
学
部
に
は
な

い
多
様
な
演
習
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

説
明
し
ま
し
た
。「
学
生
自
身
が
将
来
設
計
を

考
え
な
が
ら
、
ど
の
分
野
で
ど
う
い
っ
た
作

品
・
論
文
を
生
み
出
し
、
四
年
間
の
学
部
教

育
を
修
了
さ
せ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考

え
始
め
て
い
ま
す
。
学
生
か
ら
も
就
職
へ
の

不
安
の
声
が
聞
こ
え
る
が
、
教
員
側
は
学
生

が
望
む
分
野
に
関
す
る
力
量
と
、
総
合
的
な

視
野
の
広
さ
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
観
点
か

ら
、
学
生
と
し
っ
か
り
対
話
し
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

次
に
、
映
像
学
部
の
学
生
生
活
に
つ
い
て
、

学
生
三
名
が

講
演
を
行
い

ま
し
た
。
岡

田
翔
さ
ん

（
一
回
生
）、

吉
田
桜
さ
ん

（
一
回
生
）
は
、

プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
基
礎
演
習

の
一
環
で
行

わ

れ

た
、

オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス

の
企
画
を
説

明
。「
企
画
の
運
営
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
同
士
の

意
思
疎
通
と
信
頼
関
係
が
重
要
で
す
。
こ
の

経
験
を
通
し
て
身
に
付
け
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
は
、
社
会
に
出
て
も
必
ず
役
に

立
つ
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
岩
本
拓
磨
さ
ん（
二
回
生
）は
、
山

田
洋
次
監
督
の
「
山
田
塾
」
や
、
映
画
「
鴨
川

ホ
ル
モ
ー
」
の
撮
影
現
場
に
立
ち
会
っ
た
経

験
を
紹
介
。「
プ
ロ
の
現
場
を
リ
ア
ル
に
体
験

で
き
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」と
語
り
ま
し
た
。

学
生
の
講
演
の
後
、
大
島
登
志
一
副
学
部

長
と
冨
田
副
学
部
長
の
案
内
で
、
情
報
演
習

室
や
Ｍ
Ａ
室
な
ど
、
実
際
に
学
生
が
使
用
す

る
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

休
憩
後
の
懇
談
会
で
は
、
参
加
し
た
父
母

全
員
が
自
己
紹
介
と
今
回
の
父
母
教
育
懇
談

会
の
感
想
を
述
べ
た
後
、
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

教
員
か
ら
、

学
生
の
学

校
で
の
様

子
の
紹
介

や
、
就
職

に
関
し
て

学
校
の
サ

ポ
ー
ト
体

制
を
は
じ

め
、
学
生

自
身
が
今

の
う
ち
に

や
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
や
就
職
へ
の
心
構
え

等
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
メ
モ
を
と
る
父

母
も
多
数
見
ら
れ
ま
し
た
。

映
像
学
部

勉
強
を
通
じ
て
知
識
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、

自
分
が
生
き
る
道
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
こ
と
が
大
切

学
部
別
懇
談
会

Ⅰ. 全体会
❶2008年度事業中間報告	 松野真弓	父母教育後援会埼玉県委員
❷学部代表挨拶	 大森康宏	映像学部学部長
❸学部教学の説明	 冨田美香	映像学部副学部長
❹学生活動紹介	 吉田	桜さん（1回生）
	 岡田	翔さん（1回生）
	 岩本拓磨さん（2回生）
❺充光館見学
　映像編集系の教室（情報演習室２、音響編集実習室、ＭＡ室）
　インタラクティブ系の教室（情報演習室１、インタラクティブ・ラボ）

Ⅱ. 懇談会
◎参加した父母全員の自己紹介や、意見交換を実施

プログラム

学
部
か
ら
の
報
告

学
生
の
体
験
談

グ
ル
ー
プ
別
懇
談
会
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父
母
教
育
後
援
会
の
小
山
美
知
子
常
任
委

員
・
兵
庫
県
委
員
に
よ
る
事
業
中
間
報
告
か

ら
、
全
体
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平
田
純
一

経
済
学
部
長
よ
り
「
大
学
教
育
と
は
、
父
母

に
守
ら
れ
た
環
境
か
ら
自
分
ひ
と
り
で
社
会

生
活
を
送
る
ま
で
の
中
間
ス
テ
ッ
プ
。
親
と

し
て
う
ま
く
距
離
を
取
り
な
が
ら
接
し
て
く

だ
さ
い
」
と
述
べ
た
後
、
就
職
活
動
を
前
提

と
し
た
大
学
生
活
に
つ
い
て
「
本
学
経
済
学

部
で
は
百
二
十
四
単
位
以
上
を
取
得
し
て
卒

業
要
件
を
満
た
す
こ
と
に
な
る
が
、
就
職
活

動
を
円
滑
に
進
め
る
に
は
一
回
生
で
三
十
～

四
十
単
位
、
二
回
生
で
六
十
五
～
八
十
単
位
、

三
回
生
で
最
低
百
単
位
の
取
得
が
望
ま
し

い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

「
就
職
活
動
に
つ
い
て
親
子
が
理
解
を
深
め

る
に
は
、
就
職
活
動
を
開
始
す
る
前
の
三
回

生
の
夏
休
み
が
い
い
機
会
で
す
の
で
、
こ
の

間
に
会
話
を
重
ね
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
地
元

企
業
で
の
就
職
を
希
望
す
る
な
ら
情
報
収
集

が
必
須
な
の
で
、
大
学
の
フ
ォ
ロ
ー
に
加
え
、

父
母
の
皆
様
も
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
な

ど
と
述
べ
ま
し
た
。

柴
田
桂
佑
さ
ん
（
一

回
生
）
の
司
会
で
、
二

人
の
学
生
が
就
職
活
動

の
体
験
を
話
し
ま
し
た
。

地
元
の
広
島
市
に
内

定
し
た
高
原
勝
也
さ
ん

（
四
回
生
）
は
、
就
職
活
動
の
成
功
の
秘
訣
と
、

就
職
活
動
を
通
し
て
深
ま
っ
た
両
親
と
の
絆

に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。「『
自
分
が
ど
ん
な

道
に
進
み
た
い
の
か
』
か
ら
始
ま
り
、
就
職

活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
面
接
対
策
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き
方
ま
で
、
大
学

の
方
に
は
随
分
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
金
銭
面
や
精
神
面
で
支
え
て
く
れ
た

の
は
何
よ
り
も
両
親
。
就
職
活
動
を
通
し
て
、

父
が
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
き
た
の

か
理
解
す
る
よ
う
に
な
り
、
最
も
身
近
な
社

会
人
の
先
輩
と
し
て
お
酒
を
酌
み
交
わ
す
仲

に
。
両
親
の
お
か
げ
で
就
職
が
成
功
し
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
大
切
な
思
い
出
と
な
り
ま

し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

森
本
陽
子
さ
ん
（
四
回
生
・
大
和
證
券
株

式
会
社
内
定
）
は
「
十
一
月
か
ら
始
め
た
エ
ン

ト
リ
ー
は
百
五
十
社
近
く
に
上
り
、
十
二
月

か
ら
各
企
業
の
説
明
会
を
受
け
、エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
は
約
五
十
社
に
送
り
ま
し
た
」
な
ど

と
、
具
体
的
な
就
職
活
動
内
容
を
紹
介
。
ま

た
「
就
職
活
動
に
最
も
必
要
な
の
は
自
己
分

析
で
す
。
自
分
が
ど
う
い
う
人
間
な
の
か
と

い
う
自
己
ア
ピ
ー
ル
、
学
生
時
代
に
頑
張
っ

た
こ
と
、
そ
の
企
業
に
就
職
し
て
具
体
的
に

何
を
し
た
い
か
、
つ
ま
り
過
去
、
現
在
、
未

来
の
一
貫
性
が
な
い
と
駄
目
な
の
で
、
し
っ

か
り
自
己
分
析
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

短
い
時
間
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
私
は
、
誰
よ
り
も
自
分
を
知
っ
て
い
る

両
親
に
よ
く
相
談
し
ま
し
た
。
面
接
官
は
た

い
て
い
五
十
歳
前
後
の

方
が
多
い
の
で
、
親
の

世
代
か
ら
話
を
聞
く
こ

と
も
大
事
だ
と
思
い
ま

す
」
と
、
就
職
活
動
の

秘
訣
を
話
し
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
就
職
活
動
を

す
る
た
め
の
準
備
、
大
学
の
就
職
サ
ポ
ー
ト

シ
ス
テ
ム
、
二
〇
〇
八
年
度
の
就
職
状
況
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

父
母
か
ら
の
活
発
な
質
疑
応
答
が
あ
る
な
ど
、

就
職
活
動
に
つ
い
て
の
関
心
を
示
し
て
い
ま

し
た
。

経
済
学
部

親
子
の
関
係
づ
く
り
が
就
職
活
動
の
決
め
手

日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

学
部
別
懇
談
会

Ⅰ. 全体会

❶2008年度事業中間報告	 小山美知子	父母教育後援会常任委員

❷学部代表挨拶	 平田純一	経済学部長

❸就職活動等体験談

　司会：柴田桂佑さん（1回生・キャリアデザインプロジェクト所属）

　高原勝也さん（4回生・広島市内定）

　森本陽子さん（4回生・大和證券株式会社内定）

Ⅱ. グループ別懇談会

◎進路・就職について	

◎履修・成績について

プログラム

学
部
か
ら
の
報
告

学
生
の
就
職
活
動
体
験
談

グ
ル
ー
プ
別
懇
談
会
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父
母
教
育
後
援
会
の
井
上
寿
美
常
任
委

員
・
大
阪
府
委
員
に
よ
る
事
業
中
間
報
告
か

ら
、
全
体
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
齋
藤
雅
通

経
営
学
部
長
は
「
高
等
教
育
の
キ
ー
ワ
ー
ド

で
あ
る『
教
育
の
質
保
証
』を
ど
う
高
め
る
か

が
現
代
の
基
本
課
題
。
二
〇
一
〇
年
に
向
け

て
経
営
学
部
を
改
革
す
る
中
で
、
国
際
的
な

教
育
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
つ
も
り
で
す
。
二
〇
〇
六
年
に
国
際

経
営
学
科
を
立
ち
上
げ
て
以
来
、
今
年
度
は

二
百
名
以
上
の
学
生
が
海
外
で
勉
強
す
る
機

会
を
得
る
な
ど
、
経
営
学
部
で
は
グ
ロ
ー
バ

ル
な
教
育
の
現
場
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
黒
木
正
樹
副
学
部
長
が
経
営
学

部
教
育
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
報
告
。「
国

際
的
視
野
を
培
う
上
で
有
効
な
海
外
留
学
や
、

め
ざ
す
べ
き
キ
ャ
リ
ア
へ
の
道
筋
が
見
え
て

く
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
、
積
極
的
に
挑

戦
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の

個
性
を
伸
ば
す
教
員
と
の
出
会
い
を
大
切
に

し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
」
と
、
学
生
に
対
す

る
希
望
を
語
り
ま
し
た
。

次
い
で
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
か
ら

進
路
・
就
職
の
取
組
み
に
つ
い
て
の
説
明
が

行
わ
れ
「
企
業
は
何
よ
り
も
総
合
的
な
人
間

力
を
評
価
す
る
た
め
、
ク
ラ
ブ
や
ゼ
ミ
な
ど

を
含
め
た
多
方
面
で
の
経
験
が
大
切
で
す
」

と
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
服
部
泰
彦
副
学
部
長
が
進
路
の
も

う
一
つ
の
選
択
肢
で
あ
る
大
学
院
進
学
に
つ

い
て
紹
介
。「
四
万
字
以
上
の
修
士
論
文
の
ま

と
め
を
通
し
て
、
よ
り
深
い
専
門
性
に
加
え
、

物
事
に
対
す
る
理
論
性
が
深
ま
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
協
調
性
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
、
社

会
人
と
し
て
必
要
な
能
力
を
伸
ば
す
こ
と
も

で
き
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
大
学

院
に
在
学
中
で
あ
る
望
月
直
典
さ
ん（
博
士

課
程
前
期
課
程
二
回
生
）が
大
学
院
生
活
に
つ

い
て
語
り
、
経
験
値
も
国
籍
も
そ
れ
ぞ
れ
違

う
環
境
で
学
ぶ
魅
力
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
三
浦
正
行
学
生
主
事
が
、
豊
か

な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
っ
て
い
る
学
生

た
ち
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
就
職
内

定
を
得
た
二
人
の
学
生
が
登
場
し
、
就
職
活

動
体
験
を
話
し
ま
し
た
。

長
瀬
建
太
朗
さ
ん
（
四
回
生
・
株
式
会
社

リ
ク
ル
ー
ト
内
定
）
は
「
十
月
か
ら
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
を
書
く
な
ど
、
早
め
に
就
職
活

動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
多
く

の
業
界
や
人
と
出
会
え
る
の
は
就
職
活
動
だ

け
な
の
で
、
ぜ
ひ
早
い
う
ち
か
ら
準
備
を
し

て
ほ
し
い
。
父
母
の
皆
様
に
は
子
ど
も
の
主

体
性
を
大
切
に
見
守
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
栗
波
ち
ひ
ろ
さ
ん
（
四
回
生
・

株
式
会
社
ア
サ
ツ
ー
デ
ィ
・
ケ
イ
内
定
）
は

「
最
初
か
ら
業
界
を
絞
ら
ず
、
興
味
の
あ
る
企

業
は
ど
ん
ど
ん
受
け
て
ほ
し
い
。
就
職
活
動

で
は
、
内
定
を

ゴ
ー
ル
と
考
え

る
の
で
は
な
く
、

就
職
し
た
会
社

で
ど
う
し
た
い

の
か
を
自
問
自

答
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
よ
り
「
自
己
分
析
と

業
界
研
究
が
重
要
」
と
い
っ
た
就
職
活
動
の

ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
話
が
あ
っ
た
後
、
父
母

か
ら
の
具
体
的
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

経
営
学
部

「
教
育
の
質
保
証
」
を
高
め
る
た
め

国
際
教
育
の
場
と
し
て
改
革
を
推
進

学
部
別
懇
談
会

Ⅰ. 全体会
❶2008年度事業中間報告	 井上寿美	父母教育後援会常任委員
❷学部代表挨拶	 齋藤雅通	経営学部長
❸学部教育の現状と課題について	黒木正樹	経営学部副学部長
❹進路・就職の取組みについて	 山本じゅん（キャリアオフィスBKC）
❺大学院進学について	 服部泰彦	経営学部副学部長
	 望月直典さん（博士課程前期課程2回生・経営学研究科）
❻学生生活・就職活動体験	
　◎学生生活の状況について	 三浦正行	経営学部学生主事
　◎学部生就職内定者	 長瀬建太朗さん（4回生・株式会社リクルート内定）
	 栗波ちひろさん（4回生・株式会社アサツーディ・ケイ内定）

Ⅱ. グループ別懇談会
◎1回生・2回生　◎	3回生・4回生

プログラム

学
部
か
ら
の
報
告

グ
ル
ー
プ
別
懇
談
会

学
生
の
体
験
談
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父
母
教

育
後
援
会

の
土
野
池

正
義
副
会

長
・
滋
賀

県
委
員
に

よ
る
事
業

中
間
報
告

か
ら
、
全

体
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
続
い
て
中
田
俊
隆

副
学
部
長
が
挨
拶
に
登
壇
。
理
工
学
部
は
今

年
で
創
設
七
十
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で

あ
り
、
私
立
大
学
の
中
で
も
有
数
の
伝
統
と

歴
史
を
誇
る
学
部
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
た
後
、

本
年
度
よ
り
新
設
さ
れ
た
生
命
科
学
部
・
薬

学
部
を
含
め
た
理
工
系
四
学
部
を
統
括
す
る

「
総
合
理
工
学
院
」
の
新
体
制
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
立
命
館
大
学
の
建
学
の
精
神
「
自
由

と
清
新
」
に
触
れ
、「
新
し
い
道
を
切
り
開
く

こ
と
も
大
い
に
大
切
で
す
が
、
た
だ
新
し
い

も
の
を
取
り
入
れ
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。

理
工
系
の
学
生
に
は
確
か
な
学
び
、
確
か
な

学
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
も
教
員
は
基
本
に
立
ち
返

り
、
学
生
を
指
導
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見

直
し
や
、
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
る
努
力

を
惜
し
ま
な
い
と
明
言
。「
現
在
、
理
工
系
四

学
部
は
、
近
畿
は
も
ち
ろ
ん
、
西
日
本
で
も

一
、二
を
争
う
規
模
と
質
を
誇
る
ま
で
に
成

長
し
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
単
に
大
き
く
な

れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

学
生
を
中
心
と
し
た
教
育
で
基
礎
力
を
身
に

付
け
た
人
材
を
、
社
会
に
送
り
出
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

学
生
生
活
で
得
た
学
び
つ
い
て
、
三
人
の

学
生
が
壇
上
で
報
告
し
ま
し
た
。

田
中
亜
実

さ
ん
（
四
回

生
）
は
、
学

習
面
や
人
間

的
な
面
で
の

成
長
に
つ
い

て
語
り
ま
し

た
。「
専
門
の

授
業
で
は
、

半
導
体
や
情

報
処
理
な
ど

の
基
本
か
ら
応
用
分
野
の
知
識
ま
で
、
幅
広

く
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

マ
イ
ク
ロ
パ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
研
究
室
に
配
属

さ
れ
、
電
池
な
し
で
光
る
ヨ
ー
ヨ
ー
や
傘
の

開
発
な
ど
、
バ
ッ
テ
リ
ー
レ
ス
や
低
消
費
電

力
シ
ス
テ
ム
の
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
毎
日

の
よ
う
に
顔
を
合
わ
せ
る
研
究
室
の
メ
ン

バ
ー
と
も
親
し
い
間
柄
に
な
れ
ま
し
た
」
と

話
し
ま
し
た
。

里
見
知
昭
さ
ん（
博
士
課
程
後
期
課
程
二

回
生
）は
、
大
学
院
に
進
学
し
た
理
由
に
つ
い

て
「
研
究
が
面
白
い
」「
人
と
の
つ
な
が
り
が

広
が
る
」「
大
学
院
生
は
就
職
に
有
利
」
と
い

う
三
つ
の
利
点
を
挙
げ
ま
し
た
。「
修
士
課
程

で
は
講
義
中
心
の
受
身
的
な
勉
強
内
容
で
し

た
が
、
博
士
課
程
で
は
研
究
中
心
の
自
主
的

な
学
習
に
な
り
、
専
門
分
野
へ
の
理
解
を
ま

す
ま
す
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
学
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
参
加
を
通

し
て
多
く
の
人
と
会
う
機
会
が
増
え
、
交
流

の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
専
門
知
識
の
習
得

に
限
ら
ず
、
多
く
の
人
と
接
し
な
が
ら
研
究

活
動
が
で
き
、
自
分
自
身
の
可
能
性
も
高
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

全
体
会
の
後
は
、
学
科
ご
と
に
分
か
れ
て

懇
談
会
が
行
わ
れ
、
就
職
委
員
か
ら
就
職
支

援
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
産
学
提
携
に
根
ざ
し
た

独
自
の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
の
質
疑
応
答
で
も
、
父
母
と
の
活
発
な

意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

理
工
学
部

全
国
屈
指
の
規
模
と
歴
史
を
誇
る
学
部
に
お
い
て

パ
ー
ソ
ナ
ル
な
学
力
指
導
を
強
化
す
る

学
部
別
懇
談
会

Ⅰ. 全体会
❶2008年度事業中間報告	 土野池正義	父母教育後援会副会長
❷学部代表挨拶	 中田俊隆	理工学部副学部長
❸在学生による講演
　田中亜実さん（4回生・電子情報デザイン学科）
　大嶺和大さん（4回生・数理科学科）
　里見知昭さん（理工学研究科博士課程後期課程2回生）

Ⅱ. 学科別懇談会
◎学科別に13会場に分かれて実施
・学科長挨拶
・学科の取り組み報告
・質疑応答

プログラム

学
部
か
ら
の
報
告

学
生
の
体
験
談

学
科
別
懇
談
会
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父
母
教
育
後
援
会
の
�
西
清
裕
常
任
委

員
・
京
都
府
委
員
に
よ
る
事
業
中
間
報
告
か

ら
、
全
体
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
続
い
て
大

久
保
英
嗣
情
報
理
工
学
部
長
が
現
在
の
就
職

状
況
や
国
際
化
を
め
ざ
す
情
報
理
工
学
部
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
情

報
理
工
学
部
は
、
学
部
で
は
九
〇
％
近
く
、

大
学
院
で
は
ほ
ぼ
毎
年
一
〇
〇
％
近
く
と
、

立
命
館
大
学
内
の
全
学
部
に
お
い
て
現
在

ト
ッ
プ
の
就
職
内
定
率
を
誇
り
ま
す
。「
こ
れ

は
、
ア
メ
リ
カ
に
端
を
発
し
た
昨
今
の
不
景

気
の
最
中
で
さ
え
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
で
は
人

材
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
の
証
で
も
あ
り
ま

す
。
国
内
で
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
に
従
事
す
る
人

は
六
十
～
七
十
万
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

対
し
て
日
本
の
情
報
系
大
学
の
新
卒
者
は
毎

年
二
万
人
程
度
で
、
少
な
い
数
を
企
業
が
奪

い
合
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
情
報
系
大

学
の
受
験
生
は
相
対
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
実
は
現
在
も
多
く
の
人
材
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
際
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も

触
れ「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ン

ド
で
の
海
外
Ｉ
Ｔ
研
修
を
積
極
的
に
実
施
し

て
お
り
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
参
加
し
て

ほ
し
い
。
体
験
を
通
し
て
学
び
へ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
上
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
」と
語
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
情
報
理
工
学
部
で
は
約
七
十

名
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
を
報

告
。「
将
来
的
に
は
も
っ
と
増
や
す
予
定
で
す
。

国
内
の
学
生
も
日
本
の
殻
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
、

国
際
的
な
感
覚
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
」と
、
期
待
を
示
し
ま
し
た
。

学
生
生
活
や
就
職
活
動
に
つ
い
て
の
報
告

を
、
三
人
の
学
生
が
壇
上
で
行
い
ま
し
た
。

川
出
恵
子
さ
ん
（
四
回
生
・
ト
ヨ
タ
自
動

車
株
式
会
社
内
定
）
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
通
し
て
直
接
社
内
の
様
子
に
触
れ
た
こ

と
や
愛
知
県
出
身
で
あ
り
、
地
元
企
業
で
働

き
た
い
と
い
う
意
思
が
強
か
っ
た
こ
と
な
ど

を
志
望
動
機
に
挙
げ
ま
し
た
。「
就
職
活
動

中
、
困
っ
た
こ
と
が
生
じ
る
と
、
キ
ャ
リ
ア

オ
フ
ィ
ス
に
行
き
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
オ

フ
ィ
ス
で
は
学
生
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
個

別
に
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
え
る
の
で
、
ぜ
ひ

活
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な

企
業
に
就
職
し
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
キ
ャ
ン
パ

ス
を
訪
れ
、
交
流
会
を
開
い
て
く
れ
る
の
で
、

そ
れ
に
も
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

伊
三
野
直
志
さ
ん
（
理
工
学
研
究
科
一
回

生
）は
大
学
院
に
進
ん
だ
理
由
に
つ
い
て「
学

部
で
得
た
知
識
だ
け
で
社
会
に
出
て
通
用
す

る
か
が
不
安
で
し
た
。
よ
り
高
い
専
門
知
識

の
ほ
か
、
研
究
や
発
表
な
ど
を
通
し
て
問
題

解
決
能
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
た
い
と

思
い
、
志
望
し
ま
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。
ま

た「
博
士
課
程
は
さ
ら
に
就
職
に
有
利
」と
し

「
職
業
選
択
の
幅
が
広
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
情
報
系
の
分
野
で
い
え
ば
、
ス
タ
ッ
フ

職
、
営
業
職
、
Ｓ
Ｅ
職
、
開
発
職
、
研
究
職

な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
開
発
職
や
研

究
職
に
就
き
た
い

な
ら
、
修
士
課
程
で

は
難
し
い
場
合
も

あ
り
ま
す
」
と
述
べ

ま
し
た
。

学
科
長
よ
り
各
学
科
の
教
育
内
容
や
研
究

に
関
す
る
紹
介
が
あ
っ
た
後
、
就
職
委
員
よ
り

進
路
指
導
の
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
や
本
年
度
の

内
定
先
が
詳
細
に
報
告
さ
れ
、
会
場
に
集
ま
っ

た
父
母
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

情
報
理
工
学
部

情
報
技
術
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て

日
本
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
国
際
派
を
め
ざ
す

学
部
別
懇
談
会

Ⅰ. 全体会
❶2008年度事業中間報告	 �西清裕	父母教育後援会常任委員
❷学部代表挨拶	 大久保英嗣	情報理工学部長
❸学生生活について
　◎学部の学びについて	 吉村宗浩さん（4回生・メディア情報学科）
　◎就職活動について	 川出恵子さん（4回生・知能情報学科）
　◎大学院の学びについて	 伊三野直志さん（大学院理工学研究科1回生）

Ⅱ. 学科別懇談会
◎学科別に6会場に分かれて実施
・学科長挨拶
・進路報告

プログラム

学
部
か
ら
の
報
告

学
生
の
体
験
談

学
科
別
懇
談
会
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父
母
教
育
後
援
会
の
桑
原
淳
子
監
事
・
滋

賀
県
委
員
に
よ
る
事
業
中
間
報
告
か
ら
、
全

体
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
谷
口
吉
弘
生
命
科

学
部
長
と
北
泰
行
薬
学
部
長
は
挨
拶
で
「
ど

の
講
義
で
も
最
前
列
か
ら
席
が
埋
ま
る
学
生

た
ち
の
熱
心
さ
に
驚
き
ま
す
。
指
導
の
甲
斐

が
あ
る
と
同
時
に
教
育
に
対
す
る
責
任
を
強

く
感
じ
つ
つ
、
全
力
を
挙
げ
て
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
さ
ら
に

「
三
百
八
十
名
の
定
員
に
対
し
、
一
万
一
千
名

も
の
志
願
者
が
あ
り
ま
し
た
。
驚
異
の
難
関

を
突
破
し
た
だ
け
の
こ
と
は
あ
り
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。
ま
た
生
命
科
学
部
と
の
融
合

は
も
ち
ろ
ん
、
理
工
学
部
、
情
報
理
工
学
部

と
連
携
し
た
薬
学
部
に
お
い
て
は
「
私
立
総

合
大
学
の
特
徴
あ
る
薬
学
部
の
設
立
に
、
多

く
の
他
大
学
が
注
目
し
て
い
ま
す
。
学
生
の

質
の
高
さ
に
期
待
し
つ
つ
、
高
度
な
薬
剤
師

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
育
て
、
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
材
を
輩
出
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
務

め
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
久
保
幹
生
命
科
学
部
副
学
部

長
が
、
両
学
部
の
「
学
び
と
進
路
」
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。「
二
十
一
世
紀
の
社
会
が
持

続
的
に
発
展
を
遂
げ
て
い
く
た
め
に
必
要
な

医
療
や
健
康
、
環
境
、
食
糧
な
ど
の
分
野
に

お
い
て
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
果
た
す
役

割
が
大
き
く
期
待
さ
れ
る
中
、
専
門
教
育
に

加
え
、
基
礎
教
育
や
倫
理
的
教
育
、
さ
ら
に

は
欧
米
で
は
必
須
科
目
と
な
っ
て
い
る
英
語

力
の
習
得
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
今

後
の
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
臨
床
医
経
験
の

あ
る
医
師
や
基
礎
医
学
研
究
者
を
招
聘
す
る

な
ど
、
充
実
の
教
員
体
制
も
両
学
部
の
特
長

の
一
つ
で
す
。
滋
賀
医
科
大
、
関
西
医
科
大

と
も
連
携
し
て
お
り
、
研
究
に
つ
い
て
も
注

力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
低
回
生
時
か
ら

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
を
図
っ
て
い
る

状
況
を
説
明
し
ま
し
た
。

次
に
、
在
学
生
の
体
験
談
が
語
ら
れ
、
小

学
生
の
頃
か
ら
薬
に
興
味
や
疑
問
を
抱
い
て

い
た
と
い
う
田
島
由
里
絵
さ
ん
（
薬
学
部
一

回
生
）
は
「
日
々
、
高
度
な
勉
強
を
し
て
い
る

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
英
語
な
ど
は
課
題
が

多
く
て
大
変
で
す
が
、
理
系
に
こ
そ
英
語
が

大
事
だ
と
思
う
の
で
頑
張
れ
ま
す
。
ア
ル
バ

イ
ト
も
含
め
て
、
有
意
義
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
小
川
啓
史
郎
さ
ん
（
理
工
学
研
究

科
博
士
課
程
前
期
課
程
二
回
生
・
日
本
た
ば

こ
産
業
株
式
会
社
内
定
）
は
、
進
路
・
就
職

に
つ
い
て
実
体
験
を
交
え
て
語
り
ま
し
た
。

「
学
部
の
三
回
生
ま
で
は
ア
ル
バ
イ
ト
や

サ
ー
ク
ル
活
動
に
熱
心
で
し
た
が
、
父
親
か

ら『
大
人
と
し
て
責
任
を
持
て
』と
言
わ
れ
た

成
人
式
を
境
に
、
進
路
や
将
来
に
つ
い
て
真

面
目
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分

自
身
を
見
つ
め
直
し
、
研
究
で
身
に
つ
け
た

自
己
表
現
方
法
と
論
理
的
思
考
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
評
価
さ
れ
、
就
職
で
も

有
利
に
働
い
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
」
と
、

就
職
活
動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

全
体
会
終
了
後
、
希
望
者
を
対
象
に
個
別

相
談
会
の
時
間
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

生
命
科
学
部
・
薬
学
部

「
二
十
一
世
紀
は
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
世
紀
」の
考
え
の
も
と

新
た
な
生
命
科
学
の
創
成
を
め
ざ
す

学
部
別
懇
談
会

Ⅰ.全体会
❶2008年度事業中間報告	 桑原淳子	父母教育後援会監事
❷学部代表挨拶	 谷口吉弘	生命科学部長
	 北泰行	薬学部長
❸生命科学部・薬学部の学びと進路	 久保幹	生命科学部副学部長
❹学生体験談
　◎学生生活について
　　田島由里絵さん（薬学部・1回生）
　◎進路・就職について
　　小川啓史郎さん（理工学研究科博士課程前期課程2回生・日本たばこ産業株式会社内定）

Ⅱ.個別相談会（希望者のみ）

プログラム

学
部
か
ら
の
報
告

学
生
の
体
験
談

個
別
相
談
会
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東京で立命館の学びの魅力ＰＲ
父母限定・京都文化講座も開催
　立命館大学と立命館アジア太平洋大学、立命館の附属校を東京で体感できる「RITSUMEX’08 立命館オープンキャンパス in 

TOKYO」が秋分の日の9月23日（火）、東京ドームプリズムホールで開催されました。晴天の下、立命館の受験を考えている高校生や保

護者、さらに立命館の在学生の父母や校友が足を運び、その数は延べ5千人を超えました。この日は、元プロ野球選手の古田敦也氏ら立

命館を卒業し、各分野で活躍する著名人や学生、現役教授が出演したトークセッションのほか、在学生父母限定の京都文化講座「源氏

物語 ―伝承と浪漫の旅―」、保護者対象講演会や入試説明会、さらに立命館の「学び」にふれる模擬授業、立命館の校友や学生が高

校生と語り合う企画など、立命館の魅力を存分にＰＲし、会場は大盛況となりました。

知られざる逸話に目輝かせ
父母限定『源氏物語』講座
　今年、誕生から千年を迎えた源氏物語を

テーマにした、在学生父母限定の京都文化講

座「源氏物語―伝承と浪漫の旅―」には父母

４５名が参加しました。中西健治立命館大学文学部教授が講師を

務め、源氏物語の魅力や誕生秘話のほか、紫式部の創作力の特

徴や最後の舞台を宇治に移した経緯など、あまり知られていないエ

ピソードにもふれ、父母の方々は目を輝かせて聞き入っていました。

　参加者の中には、講座の２ヶ月後の１１月に実施した「アカデミッ

ク京都ウオッチング 中西健治先生と『源氏物語―伝承と浪漫の

旅―』を往く」（23ページに関連記事）に参加した父母もいました。このウ

オッチングでは石山寺や宇治を巡る企画になっていることもあって、

中西教授は「宇治の舞台は特に魅力で、近代小説を凌駕するおも

しろさがあります」と強調し「ぜひ、宇治へ足を運び、千年の都であ

る京都の様々な教育の香りを感じてください」と締めくくりました。

「RITSUMEX“じぶん”デザイン研究所。」では、学生生
活や将来の夢について、現役学生と卒業生が高校生
たちと語り合いました。

会場では、おそろいの「Ｒ」の文字入りＴシャツを着たス
タッフたちが温かな笑顔で来場者を迎えていました。

校友で元プロ野球選手の古田敦也氏とタレントの眞鍋
かをり氏が出演した「めざせ！ 世界水準の大学」。留学
生とともに国際色豊かな話題で盛り上がりました。

立命館オープンキャンパス in TOKYO

Aブロック Bブロック C
ブロック 屋外

11:30

12:30

13:00

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

16:00

16:30

17:00

STUDENT 
STAGE

『めざせ！ 
世界水準の大学』
～「国際感覚の
磨き方」
教えます～

入試説明会
（文系）

入試説明会
（理系）

京都文化
講座

模擬授業
（文学部）

保護者対象
講演会

立命館アジア
太平洋大学
紹介・入試
説明会グローバル×エコ×

サイエンスフォーラム
～地球のために、
未来のために、
できること～

教育
トークセッション
本当に力を
伸ばす教育とは
～立命館の
めざすもの～

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
会
場

世
界
の
学
生
と
大
学
生
活
を
語
る
コ
ー
ナ
ー
／
立
命
館
紹
介
映
像
コ
ー
ナ
ー
／
R
グ
ッ
ズ
販
売
コ
ー
ナ
ー
／
エ
コ
抽
選
会
場

個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー（
各
学
部
・
入
試
相
談
・
附
属
校
）／
理
系
学
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー（
パ
ネ
ル
展
示
）／
資
料
配
付
コ
ー
ナ
ー

立命館
英語対策
講座

（文法編）

立命館
数学対策
講座

模擬授業
（立命館
アジア太平洋
大学）

立命館
英語対策
講座

（長文読解編）

模擬授業
（生命科学部） RITSUMEX“じぶん”

デザイン
研究所。

会場1 会場2 会場3

■ 情報理工学部 ２回生 田辺さん ご夫妻
　今まで詳しく知らなかった源氏物語ですが、先生の巧みな
お話で興味がわきました。秋の中西教授の「京都ウオッチン
グ」に参加するので、それまでに物語を読もうと思っています。

■ 法学部 １回生 安孫子さん ご夫妻
　息子が京都で学び始めたのを機に、源氏物語に関心を
持ちました。紫式部と清少納言との比較など、ここに来な
ければ聞けない話が盛りだくさんで楽しかったです。

京都文化講座「源氏物語 ―伝承と浪漫の旅―」（在学生父母限定講座） 全プログラム紹介

ちょっと 一 息



2008 WINTER 20

Course10 Course9 Course6

Course5

Course8

各

コ

ー

ス

の

ご

案

内

『
密
教
美
術
の
宝
庫
』

東
寺
と
秋
の
東
山
を
巡
る

国
宝
の
五
重
塔
や
薬
師
三
尊
像
、
立

体
曼
荼
羅
像
な
ど
密
教
美
術
の
壮
麗

さ
を
今
に
伝
え
る
東
寺
で
神
秘
に
触

れ
、
午
後
か
ら
は
高
台
寺
、
圓
徳
院
、

青
龍
苑
、
清
水
寺
な
ど
東
山
の
名
刹

を
見
学
し
ま
し
た
。

雅
や
か
な
世
界

—

京
の
茶
心
と
庭
園

茶
の
湯
の
心
に
触
れ
な
が
ら
、
京
都

の
名
庭
を
観
賞
す
る
コ
ー
ス
。「
悟
り

の
窓
」
と
「
迷
い
の
窓
」
で
知
ら
れ
る

曹
洞
宗
の
寺
院
・
源
光
庵
を
皮
切
り

に
、
大
徳
寺
、
南
禅
寺
、
無
鄰
菴
、

東
福
寺
を
巡
り
ま
し
た
。

源
氏
物
語
千
年
紀

平
安
時
代
の
優
雅
な
世
界

〜
宇
治
十
帖
に
ふ
れ
て

紫
式
部
も
訪
れ
た
と
思
わ
れ
る
醍
醐

寺
を
見
学
後
、
昼
食
に
は
同
寺
直
伝

の
精
進
で
あ
る
醐
山
料
理
を
。
午
後

か
ら
は
「
宇
治
十
帖
」
の
舞
台
で
あ

る
宇
治
へ
移
動
し
、
物
語
ゆ
か
り
の

ス
ポ
ッ
ト
を
訪
れ
ま
し
た
。

京
都
歴
史
回
廊
ハ
イ
ラ
イ
ト

京
都
歴
史
回
廊
協
議
会
の
協
力
を
得

た
特
別
企
画
コ
ー
ス
。
衣
笠
キ
ャ
ン

パ
ス
を
中
心
と
し
た
京
都
歴
史
回
廊

エ
リ
ア
に
あ
る
非
公
開
の
寺
院
を

訪
れ
た
ほ
か
、
古
か
ら
続
く
期
間
限

定
の
行
事
に
も
触
れ
ま
し
た
。

理
工
学
部
山
崎
先
生
と
歩
く

—

嵯
峨
野
の
歴
史
的
風
景

平
安
時
代
の
皇
族
・
貴
族
の
別
荘
地

で
あ
っ
た
嵯
峨
野
。
源
氏
物
語
の
舞

台
と
な
っ
た
野
宮
神
社
や
芭
蕉
が
滞

在
し
た
と
い
う
落
柿
舎
を
は
じ
め
、

嵯
峨
鳥
居
本
町
並
み
保
存
地
区
な
ど

を
ゆ
っ
た
り
と
散
策
し
ま
し
た
。

　

立
命
館
大
学
の
あ
る
京
都
・
滋
賀
の
名
所

旧
跡
を
訪
れ
る
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
京
都
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
」。
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
真
っ
只
中
の
十
一

月
二
十
二
～
二
十
四
日
に
開
催
し
、
多
く
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
コ
ー
ス
を
含
む

十
三
コ
ー
ス
に
加
え
「
源
氏
物
語
千
年
紀
」

に
合
わ
せ
た
特
別
企
画
「『
源
氏
物
語
』
探
究

ツ
ア
ー
」
も
ご
用
意
し
ま
し
た
。
教
員
や
学
生

の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
も
と
、
京
滋
の
魅
力

溢
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
を
探
訪
で
き
た
と
の
声
を

い
た
だ
き
、
参
加
者
に
は
、
学
び
と
楽
し
さ

が
体
験
で
き
る
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
」
な
ひ
と
と

き
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

京　

都

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

A c a d e m i c  

K y o t o

W a t c h i n g

文
学
部
山
崎
先
生
と
訪
ね
る

京
都
の
洋
風
建
築

—

明
治
の
息
吹
を
感
じ
て

優
れ
た
近
代
遺
産
と
し
て
注
目
を
浴

び
る
洋
館
が
街
中
に
散
在
し
て
い
る

京
都
。
山
崎
先
生
と
一
緒
に
、
今
な

お
残
る
明
治
時
代
の
洋
風
建
築
を
訪

ね
歩
き
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
P
21

の
本
文
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

文
学
部
三
枝
先
生
と

秦
氏
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る

渡
来
系
氏
族
秦
氏
が
聖
徳
太
子
か
ら

仏
像
を
授
け
ら
れ
て
建
立
し
た
日
本

最
古
の
寺
院
・
広
隆
寺
、
秦
氏
の
総

氏
神
で
あ
っ
た
松
尾
大
社
、
秦
氏
創

始
の
伏
見
稲
荷
大
社
な
ど
「
渡
来
文

化
」
の
足
跡
を
辿
り
ま
し
た
。

文
学
部
二
本
松
先
生
と
歩
く

—

京
都
に
眠
る
武つ

わ
も
の士

た
ち
の
夢

午
前
は
「
後
南
朝
の
秘
史
と
伝
承
」

を
テ
ー
マ
に
嵯
峨
野
を
訪
ね
、
午
後

に
は
金
戒
光
明
寺
で
山
門
と
方
丈
庭

園
の
特
別
拝
観
を
見
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
御
所
ゆ
か
り
の
「
生
間
流
式

庖
丁
」
は
圧
巻
で
し
た
。

文
学
部
井
上
先
生
と
訪
ね
る

—

源
氏
物
語
と
近
江
八
景

「
近
江
八
景
」
の
一
つ
、
紫
式
部
が

『
源
氏
物
語
』
を
執
筆
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
石
山
寺
へ
。
昼
食
後
、
同
じ

く
八
景
の
瀬
田
～
堅
田
を
辿
り
、
特

に
有
名
な
三
井
寺
と
堅
田
の
浮
御
堂

を
見
学
し
ま
し
た
。

湖
東
の
名
勝
・
金
剛
輪
寺
と

近
江
商
人
の
町
・
五
個
荘

午
前
中
は
湖
東
三
山
の
一
つ
で
あ
る

金
剛
輪
寺
を
訪
ね
、
午
後
か
ら
は
近

江
商
人
発
祥
の
地
・
五
個
荘
を
見
学
。

近
江
八
幡
で
は
、
織
田
信
長
が
宮
中

の
船
遊
び
を
真
似
た
と
い
わ
れ
る
水

郷
め
ぐ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

幻
想
の
世
界

夜
の
永
観
堂
拝
観

紅
葉
の
名
所
と
し
て
も
名
高
い
永
観

堂
（
禅
林
寺
）
を
拝
観
後
、
南
禅
寺

門
前
の
「
南
禅
寺
順
正
」
に
て
「
ゆ

ど
う
ふ
会
席
」
を
味
わ
い
ま
し
た
。

久
遠
の
流
れ

—

桂
川
畔
に
佇
む

松
尾
大
社
と
嵐
山

夜
の
嵐
山
・
松
尾
の
魅
力
満
載
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
。
通
常
非
公
開

の
松
尾
大
社
夜
間
拝
観
で
は
、
神
秘

的
な
世
界
に
浸
り
ま
し
た
。

源
氏
物
語
千
年
紀

幽
玄
の
光  

湖
都
の
石
山
寺

『
源
氏
物
語
』
が
生
ま
れ
た
と
さ
れ
、

瀬
田
川
西
岸
の
景
勝
地
に
あ
る
石
山

寺
で
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
夜
間
特
別

拝
観
を
満
喫
し
ま
し
た
。

二
都
物
語—

京
都
・
滋
賀—

『
源
氏
物
語
』

探
究
ツ
ア
ー
'08

歴
史
・
文
学
が
専
門
の
本
学
教

員
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
同

行
す
る
一
泊
二
日
の
特
別
コ
ー

ス
。
詳
細
は
P
22
～
23
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◇
佐
古
愛
己
先
生
と

「
摂
関
期
の
京
の
旅

—

紫
式
部
と
平
安
貴
族
の

ゆ
か
り
を
求
め
て—

」
を
往
く
。

ゆ
か
り
の
地
お
よ
び
平
安
宮
関

連
史
跡
を
訪
れ
ま
し
た
。

◇
中
西
健
治
先
生
と

「
源
氏
物
語

—

伝
承
と
浪
漫
の
旅—

」
を
往
く
。

石
山
寺
や
「
宇
治
十
帖
」
ゆ
か

り
の
地
を
巡
り
ま
し
た
。

Course1Course2Course3Course4

Course7

CourseACourseBCourseC
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文
明
開
化
の
波
が
押
し
寄
せ
る
明
治
初
期
、

大
工
の
棟
梁
た
ち
は
、
技
術
は
和
風
な
が
ら

も
洋
風
の
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
建
築
を

手
が
け
ま
す
。
そ
の
努
力
の
結
晶
の
一
つ
が

重
要
文
化
財
の「
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
本
館
」

で
、
日
本
を
代
表
す
る
擬
洋
風
建
築
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
木
造
銀
行
建

築
と
し
て
は
全
国
で
も
最
古
の
も
の
の
一
つ

で
あ
る
「
柳
原
銀
行
」。
こ
れ
は
「
京
都
文
化

博
物
館
（
旧
日
本
銀
行
京
都
支
店
）」
に
次
ぐ

銀
行
建
築
で
す
。
こ
う
い
っ
た
建
築
物
を
見

学
し
な
が
ら
、
新
時
代
に
羽
ば
た
こ
う
と
し

た
人
々
の
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。

昼
食
を
楽
し
ん
だ
「
が
ん
こ
高
瀬
川
二
条

苑
」
は
、
和
館
と
洋
館
を
併
置
し
、
鴨
川
か
ら

分
水
し
た
高
瀬
川
の
源
流
と
し
て
も
有
名
で

す
。
自
由
に
見
学
で
き
る
庭
園
も
ま
た
見
事

で
し
た
。

そ
し
て
、
本
コ
ー
ス
の
一
番
の
目
玉
で
あ
る

「
祇
園
閣
」
で
す
。
通
常
は
非
公
開
で
、
祇
園

祭
の
長
刀
鉾
に
似
た
見
た
目
か
ら
そ
う
名
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。「
銅
閣
寺
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
西
洋
の
構
造
学
を
基
盤
に
、
ア
ジ

ア
・
イ
ン
ド
の
デ
ザ
イ
ン
を
加
え
た
摩
訶
不
思

議
な
建
物
で
す
。
最
上
階
か
ら
の
眺
望
に
は

感
嘆
の
声
が
洩
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、市

指
定
文
化
財
の「
京
都
ハ
リ
ス
ト
ス
修
道
院
」

を
見
学
し
、
当
時
の
主
要
道
路
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
近
代
建
築
が
多
く
見
ら
れ
る
三
条
通

で「
み
ず
ほ
銀
行
京
都
支
店
」「
中
京
郵
便
局
」

「
京
都
文
化
博
物
館
」
な
ど
を
順
に
巡
り
、
し

ば
し
明
治
維
新
の
風
に
吹
か
れ
た
の
で
し
た
。

文
学
部
山
崎
先
生
と
訪
ね
る

京
都
の
洋
風
建
築 

―
明
治
の
息
吹
を
感
じ
て

京
都
は
日
本
の
伝
統
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
色

濃
い
街
で
す
が
、
意
外
に
も
多
く
の
洋
風

建
築
が
散
在
し
て
い
ま
す
。
優
れ
た
近
代

遺
産
と
し
て
注
目
を
集
め
る
レ
ト
ロ
な
洋

館
を
訪
ね
歩
き
な
が
ら
、
明
治
維
新
後
、

衰
退
し
た
街
の
復
興
を
願
っ
た
人
々
の
想

い
に
感
じ
入
る
一
日
で
し
た
。

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
本
館
▼
柳
原
銀
行
▼
京
都
国
立
博
物
館
▼
昼
食
（
が
ん
こ
高
瀬
川
二
条
苑
）
▼
祇
園
閣
▼
京
都
ハ
リ
ス
ト
ス
修
道
院
▼
三
条
通
界
隈

明
治
初
期
に
流
行
し
た

擬
洋
風
建
築
に

京
都
市
民
の
心
意
気
を
見
る

最
大
の
見
ど
こ
ろ
で
あ
る

「
祇
園
閣
」
を
は
じ
め

多
く
の
近
代
建
築
を
巡
る

ずっと行きたいと思っていて、今年初め
て参加することができました。初めて耳
にするお話ばかりでとても楽しく、こんな
授業を聴くことができる子どもたちが羨
ましいです。息子は大学院進学を希望し
ているので、家族で応援しています。

■
ミ
ニ
講
義

文
学
部
山
崎
先
生
が
語
る

京
都
の
近
代
建
築
が
持
つ
魅
力

国
指
定
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
の

一
五
％
を
有
す
る
京
都
は
「
近
代
建
築
の

宝
庫
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
明
治
以
前
の
建
物
の
多
く
が
大
火
に

よ
っ
て
焼
け
失
せ
、
そ
の
土
地
に
バ
ラ
エ

テ
ィ
豊
か
な
洋
館
が
次
々
と
建
て
ら
れ
た

か
ら
で
す
。
幸
い
に
も
、
明
治
以
後
は
戦

災
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
多
く
の
建

物
が
残
存
し
て
い
ま
す
。
当
時
建
て
ら
れ

た
洋
館
の
多
く
は
、
近
代
化
の
シ
ン
ボ
ル

で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
近
代
都

市
へ
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
す
る
京
都
再

生
に
か
け
た
決
意
と
熱
い
想
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

吉村さん ご家族

理工学部 3 回生

大阪府

I n t e r v i e w
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二
都
物
語 —

京
都
・
滋
賀—

『
源
氏
物
語
』
探
究
ツ
ア
ー
'08

最
初
に
訪
れ
た
の
は

「
大
極
殿
跡
」。
大
極
殿
と

は
、
大
内
裏
朝
堂
院
（
大

内
裏
の
正
庁
）
の
正
殿
で
、

即
位
な
ど
国
家
的
儀
礼
や
諸
政
が
行
わ
れ
る

場
所
で
し
た
。
今
回
の
旅
の
入
口
に
相
応
し

く
、
ま
ず
は
こ
の
地
で
平
安
の
都
の
概
要
を

学
び
ま
す
。
次
に
「
伝
・
紫
式
部
の
墓
」へ
と

参
り
、
傑
作
文
学
の
生
み
の
親
、
紫
式
部
の

生
き
様
を
偲
び
ま
し
た
。

昼
食
は
「
京
料
理 

さ
い
き
家
」
に
て
、
季

節
感
た
っ
ぷ
り
の
お
料
理
を
い
た
だ
き
、
繊

細
か
つ
見
た
目
に
も
美
し
い
旬
の
味
わ
い
に

参
加
者
は
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

光
源
氏
の
正
妻
・
葵
の
上
と
、
後
に
彼
女

を
呪
い
殺
し
て
し
ま
う
六
条
御
息
所
の
車
が

見
物
場
所
を
巡
っ
て
争
う「
車
争
い
」の
シ
ー

ン
に
関
係
す
る
賀
茂
祭
（
葵
祭
）
は
、
上
賀
茂

と
下
鴨
両
社
の
例
祭
で
す
。
世
界
遺
産
に
も

な
っ
て
い
る
下
鴨
神
社
の
参
道
へ
と
続
く

「
糺
の
森
」
は
、
数
々
の
物
語
や
詩
歌
管
弦
に

謡
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
樹
齢
二
百
～
六
百
年

に
も
な
る
樹
々
の
森
に
は
、
神
々
し
い
ま
で

の
自
然
が
残
っ
て
い
ま
す
。

紫
式
部
の
邸
宅
跡
と
言
わ
れ
る「
廬
山
寺
」

で
、
彼
女
の
一
生
に
想
い
を
巡
ら
せ
た
後
は
、

御
所
東
に
あ
る「
梨
木
神
社
」や
藤
原
道
長
が

造
営
し
、
壮
麗
な
寺
院
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る

「
法
成
寺
」
跡
地
へ
と
足
を
運
び
ま
し
た
。
最

後
に
、
東
本
願
寺
の
別
邸「
渉
成
園（
枳
殻

邸
）」へ
。
こ
の
地
は
、光
源
氏
の
モ
デ
ル
と
称

さ
れ
る
左
大
臣
・
源
融
が
営
ん
だ
六
条
河
原
院

苑
地
の
遺
跡
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
源
氏

が
今
も
な
お
暮
ら
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
錯

覚
に
陥
る
場
を
後
に
し
て
、
一
行
は
湯
豆
腐

で
知
ら
れ
る「
順
正
」へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

二
〇
〇
八
年
は
「
源
氏
物
語
千
年
紀
」
。
そ
れ
を
記
念
し
て
、
一
泊
二
日
で
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
る
特
別
コ
ー
ス
を
ご
用
意
し
ま
し

た
。
一
日
目
は
佐
古
愛
己
文
学
部
准
教
授
と
と
も
に
、
京
都
市
内
の
寺
社
を
訪
れ
、
二
日
目
は
中
西
健
治
文
学
部
教
授
の
案
内
で
、

石
山
寺
と
宇
治
を
探
訪
し
ま
し
た
。

佐
古
愛
己
先
生
（
立
命
館
大
学 

文
学
部
准
教
授
）
と

「
摂
関
期
の
京
の
旅 —

紫
式
部
と
平
安
貴
族
の
ゆ
か
り
を
求
め
て—

」
を
往
く
。

大
極
殿
跡
▼
紫
式
部
の
墓
▼
昼
食
（
京
料
理
さ
い
き
家
）
▼
下
鴨
神
社
・
糺
の
森
▼
廬
山
寺
・
梨
木
神
社
・
法
成
寺
跡
▼
渉
成
園

▼
夕
食
（
南
禅
寺 

順
正
）
▼
ホ
テ
ル
（
ラ
フ
ォ
ー
レ
琵
琶
湖
）
宿
泊

見
事
な
紅
葉
を
愛
で
つ
つ

紫
式
部
が
生
き
た
平
安
の
都
へ
と

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る

物
語
の
舞
台
と
な
っ
た

数
々
の
寺
社
・
名
跡
を
訪
ね

登
場
人
物
た
ち
に
想
い
を
馳
せ
る

物
語
に
も
登
場
す
る

史
跡
名
所
か
ら
み
る

平
安
貴
族
の
繁
栄
と
衰
退

1

日

目
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千
年
の
時
空
を
超
え
て
今
な
お
読
む
者
を

魅
了
す
る「
源
氏
物
語
」の
構
想
を
練
っ
た
と

い
わ
れ
る
の
が
、
滋
賀
県
大
津
市
に
あ
る

「
石
山
寺
」。
ま
ず
は「
源
氏
物
語
千
年
紀 

i
n 

湖
都
大
津
」（
二
〇
〇
八
年
三
月
～
十
二
月
開
催
）
の
会
場

と
し
て
、
東
大
門
か
ら
の
参
道
で
開
か
れ
て

い
た
「
源
氏
夢
回
廊
」へ
。
こ
こ
で
は
、
世
界

が
認
め
る
ロ
ボ
ッ
ト
ク
リ
エ
イ
タ
ー
で
、
立

命
館
大
学
卒
業
生
の
高
橋
智
隆
氏
が
紫
式
部

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
開
発
し
た
「
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｉ
」が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト

の
優
雅
な
動
き
に
見
入
っ
て
い
る
参
加
者
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
紫

式
部
が「
源
氏
物
語
」を
執
筆
し
た
と
伝
わ
る

「
源
氏
の
間
」
を
見
学
。
鮮
や
か
に
色
付
い
た

紅
葉
を
眺
め
な
が
ら
、
平
安
の
息
吹
を
感
じ

る
ひ
と
と
き
に
な
り
ま
し
た
。

昼
食
は
、
宇
治
川
畔「
京
料
理 

辰
巳
屋
」の

「
宇
治
丸
弁
当
」
で
彩
り
豊
か
な
秋
の
味
を
堪

能
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く

の
雨
で
し
た
が
、
橋
を

渡
っ
て
「
府
立
宇
治
公
園 

中
の
島
」
を
散
策
す
る
な

ど
、
紅
葉
が
美
し
い
宇
治
川
周
辺
の
景
色
を

楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
世
界
遺
産
と
し

て
名
高
い「
平
等
院
」へ
。
十
円
玉
で
お
馴
染

み
の
光
景
に
、
初
め
て
訪
れ
る
父
母
か
ら
は

感
嘆
の
溜
め
息
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
続
い
て

訪
れ
た
の
は
、
物
語
内
で
「
八
の
宮
」の
山
荘

の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
世
界
遺
産
「
宇
治
上
神

社
」で
す
。
こ
こ
は
平
等
院
の
鎮
守
社
と
も
言

わ
れ
、
平
安
時
代
後
期
に
建
て
ら
れ
た
本
殿

は
、
現
存
す
る
国
内
最
古
の
神
社
建
築
で
す
。

最
後
は
「
宇
治
十
帖
」
を
中
心
に
貴
重
な

展
示
物
を
誇
る
「
宇
治
市
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
物
語
の
魅
力

や
あ
ら
す
じ
を
紹
介
す
る
数
々
の
展
示
は
も

ち
ろ
ん
「
バ
ー
チ
ャ
ル
平
安
装
束
記
念
撮
影
」

な
ど
源
氏
物
語
の
世
界
を
実
体
験
で
き
る
国

内
で
も
珍
し
い
博
物
館
で
す
。
こ
の
日
は

「
宇
治
十
帖
訪
問
着
」
と
題
し
た
、
各
帖
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
雅
な
着
物
が
並
ぶ
特
別
展
も
開

催
し
て
お
り
、
人
々
の
目
を
釘
付
け
に
し
て

い
ま
し
た
。
参
加
し
た
父
母
は
、
華
や
か
な

王
朝
絵
巻
の
世
界
に
触
れ
、
満
足
し
て
い
ま

し
た
。

中
西
健
治
先
生
（
立
命
館
大
学 

文
学
部
教
授
）
と

「
源
氏
物
語 —

伝
承
と
浪
漫
の
旅—

」
を
往
く
。

同行してくださる先生方のお話を聞きな
がら名所めぐりができるなんて贅沢です
ね。娘は大学入学時から院への進学を目
指しています。まめに連絡をくれるので
あまり心配することなく、娘が望む道に
進んでくれることを願っています。

岩井さん ご夫妻

生命科学部 1 回生

群馬県

I n t e r v i e w

以前参加した友人に勧められて秋の京都
を楽しみに来ました。物語を予習してきた
甲斐あって、普段とは違った趣を感じ、有意
義な二日間でした。また、きめ細やかで温か
い校風が実感できて、「学校生活を満喫して
いる」という娘の言葉にも納得できました。

堀野さん ご夫妻

産業社会学部 1 回生

東京都

I n t e r v i e w

石
山
寺
▼
昼
食
（
京
料
理 

辰
巳
屋
）
▼
平
等
院
・
宇
治
上
神
社
▼
宇
治
市
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

千
年
も
愛
さ
れ
続
け
る

「
源
氏
物
語
」
が

誕
生
し
た
と
伝
わ
る
地
へ

旬
の
滋
味
溢
れ
る
弁
当
に

舌
鼓
を
打
っ
た
後
は

「
宇
治
十
帖
」
の
世
界
へ

「
源
氏
物
語
」
一
色
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

紫
式
部
の
偉
大
さ
を
痛
感

2

日

目
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一
刻
を
争
う
事
態
で
命
を
救
う

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を
推
進

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
除
細
動
器
）
と
は
、
心
臓

疾
患
の
一
つ
で
あ
る
心
室
細
動
の
症
状
が
起
き

た
時
、
医
学
的
な
専
門
知
識
が
な
く
て
も
救
急

救
命
対
応
の
で
き
る
装
置
で
す
。
倒
れ
た
人
の

胸
に
電
極
パ
ッ
ド
を
貼
り
、
装
置
に
記
さ
れ
て

い
る
操
作
を
行
う
だ
け
で
、
機
械
が
対
処
法
を

判
断
し
、
必
要
な
場
合
は
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与

え
、
心
肺
を
回
復
さ
せ
る
（
除
細
動
を
行
う
）こ

と
が
で
き
ま
す
。

近
年
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
重
要
性
は
広
く
社
会
に
定

着
し
、
公
共
の
場
や
人
が
多
く
集
ま
る
場
所
に

設
置
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
立
命
館
大
学
に

お
い
て
も
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
四
分
以
内
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
に
到
達
可
能
な
よ
う
に
設
置
す
る
」
こ
と

を
基
準
と
し
て
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

増
設
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
六
十
六
台
増
設

今
回
父
母
教
育
後
援
会
は
、
二
〇
〇
八
年
度

事
業
の
一
環
と
し
て
、
財
政
を
支
援
。
こ
の
財
政

支
援
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
安
全
・
安
心
施
策

を
進
め
る
た
め
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
に
関
わ
る
予

算
措
置
を
父
母
教
育
後
援
会
委
員
会
総
会
に
お

い
て
決
定
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
立
命
館

大
学
に
設
置
さ
れ
て
い
た
十
九
台
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
に

加
え
て
、
新
た
に
六
十
六
台
を
増
設
し
ま
し
た
。

八
月
上
旬
に
衣
笠

キ
ャ
ン
パ
ス
に

三
十
台
、
柊
野
総
合

合
宿
所
と
原
谷
尚

友
館
に
各
一
台
、
び

わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス（
B
K
C
）
に

三
十
一
台
、
ヨ
ッ
ト
部
・
ボ
ー
ト
部
・
カ
ヌ
ー
部

の
艇
庫
に
各
一
台
を
配
置
。
緊
急
時
の
備
え
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

立命館大学のキャンパスに
AEDが増設されました！

〈
最
初
に
〉

倒
れ
て
い
る
人
を
見
た
ら
、
周
囲
の
人
に
知
ら
せ
、
救
急

車
を
呼
ぶ
。
意
識
・
呼
吸
の
有
無
を
確
認
し
、
必
要
な
ら

人
工
呼
吸
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
施
す
。
A
E
D
の
準
備

が
で
き
た
ら
、
A
E
D
に
切
り
替
え
る
。

❶ 

電
源
を
入
れ
る

そ
れ
以
降
は
、
A
E
D
の
音

声
ガ
イ
ド
に
従
っ
て
操
作

す
る
。

❷ 

電
極
パ
ッ
ド
を
装
着

上
着
を
脱
が
せ
、
汗
や
水
、

貼
り
薬
な
ど
を
拭
き
取
る
。

指
定
さ
れ
た
位
置
に
電
極

パ
ッ
ド
を
貼
る
。

❸ 

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る

機
械
が
自
動
的
に
除
細
動
の
必
要
の
有
無
を
判
断
す
る
。

必
要
な
場
合
は
、
そ
の
旨
の
音
声
が
流
れ
る
。

❹ 

除
細
動
ボ
タ
ン
を
押
す

周
囲
の
人
や
自
分
自
身
が
患
者
に
触
れ
て
い
な
い
こ
と

を
確
認
し
、
除
細
動
ボ
タ
ン
を
押
す
。
救
急
隊
が
到
着
す

る
ま
で
A
E
D
の
指
示
に
従
っ
て
対
処
を
続
け
る
。

全
職
員
の
三
分
の
一
受
講
を
目
指
し

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
を
実
施

立
命
館
大
学
で
は
、
万
一
キ
ャ
ン
パ
ス

内
で
緊
急
救
命
対
応
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
、
的
確
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
で
き
る
教

職
員
を
育
成
す
る
た
め
、
講
習
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
所
管
の
消
防
署
の
協
力
を

得
て
、
各
部
署
で
最
低
男
女
一
人
ず
つ
の

教
職
員
、
さ
ら
に
体
育
会
の
監
督
・
コ
ー

チ
が
率
先
し
て
講
習
を
受
講
し
て
い
ま
す
。

講
習
で
は
、
消
防
署
員
の
指
導
の
も

と
、
救
急
救
命
に
つ
い
て
実
践
的
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
ま
す
。
受
講
者
は
、

救
急
救
命
に
つ
い
て
の
基
本
知
識
と
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
を
学
び
、
受
講
後
、
受
講

証
を
受
け
取
り
ま
す
。

今
後
も
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
、
お
よ
び
Ｂ

Ｋ
Ｃ
に
お
い
て
、
年
五
～
六
回
「
救
命
救

急
講
習
会
」
を
開
催
す
る
予
定
。
計
画
通

り
に
講
習
を
継
続
す
れ
ば
、
契
約
職
員
を

含
め
た
全
職
員
の
約
三
分
の
一
が
受
講
証

を
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

心臓疾患などで突然心肺が停止した時、
その後いかに早急に蘇生を施すかが生死を分けるといわれています。
AED（自動体外式除細動器）は、簡単な操作で救命措置を行うことのできる装置。
今回、父母教育後援会の2008年度事業の一環として、AED設置に対する財政支援を実施し、

立命館大学の衣笠キャンパス、びわこ・くさつキャンパス、クラブの施設などに
新たに66台のAEDを設置しました。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
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AED

びわこ・くさつ
キャンパス

AED設置場所

衣笠
キャンパス

　

現
在
、
私
は
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー

と
し
て
、
ラ
グ
ビ
ー
部
を
中
心
に
選
手
の
健

康
管
理
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
、
怪
我
の
応

急
処
置
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
立
命
館

大
学
を
卒
業
後
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ト
レ
ー

ナ
ー
を
目
指
し
て
渡
米
し
、
ア
メ
リ
カ
で
ス

ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
学
び
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
で
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
重
要
性
は
認
知
さ

れ
て
お
り
、
私
も
使
い
方
の
講
習
を
受
け
ま

し
た
。

　

心
肺
が
停
止
し
た
時
、
一
分
対
応
が
遅
れ

る
た
び
に
、
数
％
ず
つ
生
存
率
が
下
が
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
そ
う
し
た

一
刻
を
争
う
時
の
強
い
味
方
。
落
ち
着
い

て
操
作

す
れ
ば
、

誰
で
も
簡

単
に
心
肺
蘇
生
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
現
在
ラ
グ
ビ
ー
部
が
練
習
す
る

Ｂ
Ｋ
Ｃ
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
で
も
、
ア
ス

リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
玄
関
に
常
設
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
合
宿
や
試
合
に
は
、
携
帯

用
を
持
参
し
ま
す
。
今
回
、
Ｂ
Ｋ
Ｃ
に

三
十
一
台
を
増
設
し
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
に

も
、
ク
ラ
ブ
貸
出
用
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
五
台
あ
り

ま
す
。
ラ
グ
ビ
ー
部
の
学
生
も
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
安
心
し
て
練
習
に
打
ち
込
む
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

キ ャ ン パ ス A E D 設 置 Ｍ Ａ Ｐ

Interview

練
習
場
所
に
携
帯
用
Ａ
Ｅ
Ｄ

お
か
げ
で
安
心
し
て
練
習
で
き
る

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー 

井
上
雅
喜
さ
ん
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Campus 
Landscape

11月に開催された「２００８年度立命館大学学園祭」では学生をはじめ、地域の方々や校友、父母といった大勢の来場者でにぎわいまし
た。今年のテーマ「ＣＯＬＯＲ～一人ひとりの個性が響く Rits Festival ～」の通り、学生がこれまでの活動や生活で得たものや感じてき
たことを表現し、それぞれの個性を発揮していました。自分たちの手でつくり上げ、そして活躍した学園祭の学生の様子をご覧ください。

11月8日（土）9日（日）にびわこ・くさつキャンパス（ＢＫＣ）で開催され
た「ＢＫＣ本祭典」は、キャンパス中央部に設けられた大迫力の特設
ステージでのイベントをはじめ、パフォーマンスや模擬店、さらにサーク
ルの活動発表などが行われました。そして、最終日の夜空にはエンディ
ングの花火が打ち上げられました。

大人気のプロレスをはじめ、サークルパ
フォーマンスがキャンパス各所でにぎわい
をみせていました。

音楽演奏やダンスなど、学生の熱いステージが繰り広げられ、観客と一体になって盛り上がりをみせました。

BKC

パフォーマンス

ステージ
イベント
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ＢＫＣ本祭典のエンディングでは、父母教育後援会が
提供する打ち上げ花火が、鮮やかに秋の夜空を彩り
ました。

サークル活動のパネル展示や鉄道模型の設置、さ
らに科学実験など、日ごろの活動成果が発表され
ていました。

エンディング
花火

サークル
活動発表
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「衣笠本祭典」は11月15（土）16日（日）に衣
笠キャンパスで開催されました。手づくり感あふれ
るデコレーションがキャンパスを彩り、中央と西側
の広場に設置された２つのステージや、キャンパ
スを埋め尽くす数の模擬店とフリーマーケットでに
ぎわいました。また、課外活動発表の会場にも多
くの市民が来場し、学生たちは日ごろの活動の
成果を広くアピールしていました。

衣笠キャンパス

サークル活動の展示、さらに識者を招いた講演
など、充実した内容でした。

学生の
活動発表

模 擬 店
約120の出店数。リユース食器を取り入れ、エコへの取り組みにも力を入れています。
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よさこいサークルによる演舞。来場者と一体になって楽しく踊り、会場を盛り上げました。

エンディングのステージは迫力満点。来場者を魅了し「２００８年
度立命館大学学園祭」の有終の美を飾りました。

Campus Landscape

リング周辺に大勢の観客が詰め掛け、注目を集めたプロレ
ス。ダンスと映像を織り交ぜた舞台も大盛況でした。

大盛況の
ステージ

よさこい
サークル演舞

エンディング
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民間企業・
団体
37％

常時している21％

満足している26％

おおむね満足している57％

やや不満足である7％

不満足である1％ わからない9％

月1～2回 26％

週 1～2回 43％

週 3～4回 18％

週 5回以上11％

ほとんどとらない2％

時 し々ている33％

定職をもっている1％したことがなく、
これからしようとも
思わない
8％

これからしようと
思っている
37％

参加している
ようだ
69％

参加して
いないようだ
25％

わからない6％

公務員21％

教員5％

専門職
（弁護士、
公認会計士等）
19％

大学院進学
8％

起業家2％ その他8％

学業について
36％

健康について
20％

就職や将来の
進路について
24％

友人等対人関係に
ついて3％

経済問題について5％

一人暮らしに
ついて6％

その他5％
特にない1％

その他3％

講義・ゼミ等に
きちんと出席すること
24％

教養を深めること
6％

専門的
知識・技術を

修得すること 7％

将来の進路・
就職の方向を
見出すこと24％

資格を取得すること3％

良い友人・先輩を
得ること
6％

学生生活で
大切と思うこと

学生生活の
心配

卒業後の
進路希望

アルバイトの
状況

立命館大学の
満足度

課外活動への
参加状況

電話または
メールによる
連絡頻度

経験を豊富にし、
見聞を広めること

11％ 豊かな人間性を
身につけること12％

卒業すること4％

　本学では、学生実態を正確に把握することによって、正課学習や課外活動における適切な学生援助の実現をめざしています。そ

うした実態把握の一環として、新入生の父母の皆様を対象としたアンケートを、お子様が最初のセメスターを終えられた時期であ

り、お子様とお話をされる機会が比較的多い時期である8月に実施しています。

　ご多忙にも関わらず、今年度も多くの父母の皆様からご協力をいただきありがとうございました。お寄せいただいたご意見・ご提

案につきましては、今後の学生援助、また援助政策を充実するにあたっての貴重な資料として活用させていただきます。

　以下、アンケート結果の概要を報告させていただきます。ご参考いただければ幸いです。

◎実 施 時 期：2008 年８月
◎実施対象者：2008 年度新入生の父母・保証人から無作為抽出により 3,000 名を抽出　
◎回 答 数：1,163 名（回答率　38.7％）

■主な質問と回答（選択回答：抜粋）

Q

「講義・ゼミ等にきちんと出席すること」が24％、「将来の進路・就職
の方向を見出すこと」が24％、次いで「豊かな人間性を身につけるこ
と」が12％でした。

アンケート
実施概要

今後の学生生活で大切だと思われることは何ですか。順位
をつけてお答えください。（第一順位の回答）

民間企業・
団体
37％

常時している21％

満足している26％

おおむね満足している57％

やや不満足である7％

不満足である1％ わからない9％

月1～2回 26％

週 1～2回 43％

週 3～4回 18％

週 5回以上11％

ほとんどとらない2％

時 し々ている33％

定職をもっている1％したことがなく、
これからしようとも
思わない
8％

これからしようと
思っている
37％

参加している
ようだ
69％

参加して
いないようだ
25％

わからない6％

公務員21％

教員5％

専門職
（弁護士、
公認会計士等）
19％

大学院進学
8％

起業家2％ その他8％

学業について
36％

健康について
20％

就職や将来の
進路について
24％

友人等対人関係に
ついて3％

経済問題について5％

一人暮らしに
ついて6％

その他5％
特にない1％

その他3％

講義・ゼミ等に
きちんと出席すること
24％

教養を深めること
6％

専門的
知識・技術を

修得すること 7％

将来の進路・
就職の方向を
見出すこと24％

資格を取得すること3％

良い友人・先輩を
得ること
6％

学生生活で
大切と思うこと

学生生活の
心配

卒業後の
進路希望

アルバイトの
状況

立命館大学の
満足度

課外活動への
参加状況

電話または
メールによる
連絡頻度

経験を豊富にし、
見聞を広めること

11％ 豊かな人間性を
身につけること12％

卒業すること4％

Q

前項の「大切だと思うこと」の上位回答「学業」と「進路」、これらを支え
る「健康」について心配なさっている様子が伺えます。大学としてもさま
ざまな形でサポートしておりますので、各相談窓口をご活用ください。

お子様の学生生活に関して心配されていることは何です
か。順位をつけてお答えください。（第一順位の回答）

民間企業・
団体
37％

常時している21％

満足している26％

おおむね満足している57％

やや不満足である7％

不満足である1％ わからない9％

月1～2回 26％

週 1～2回 43％

週 3～4回 18％

週 5回以上11％

ほとんどとらない2％

時 し々ている33％

定職をもっている1％したことがなく、
これからしようとも
思わない
8％

これからしようと
思っている
37％

参加している
ようだ
69％

参加して
いないようだ
25％

わからない6％

公務員21％

教員5％

専門職
（弁護士、
公認会計士等）
19％

大学院進学
8％

起業家2％ その他8％

学業について
36％

健康について
20％

就職や将来の
進路について
24％

友人等対人関係に
ついて3％

経済問題について5％
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11％ 豊かな人間性を
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卒業すること4％

Q

ご参考までに、今年（2008年３月）の卒業生の進路をご紹介します。
就職72％、進学18％、その他（受験準備など）が10％でした。
また、キャリアサポートについては、父母教育後援会会報2008年度
夏号で特集しておりますので、ご活用ください。

大学卒業後、どのような進路を選択してほしいですか。
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専門的
知識・技術を

修得すること 7％

将来の進路・
就職の方向を
見出すこと24％

資格を取得すること3％

良い友人・先輩を
得ること
6％

学生生活で
大切と思うこと

学生生活の
心配

卒業後の
進路希望

アルバイトの
状況

立命館大学の
満足度

課外活動への
参加状況

電話または
メールによる
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Q

大学の調査によると、全在学生の課外活動への参加率は52％です
（2008年10月現在届出数）。

お子様は課外活動に参加されているようですか。

アンケート結果報告新 入 生 父 母
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アンケートに寄せられたご質問の中から、経済的支援を目

的とした奨学金に関する質問にお答えします

日本学生支援機構の奨学金を受けても、学
内奨学金を受けられるのでしょうか？

受けられます。学内奨学金はほとんどが給付制で

すので、条件が合致する方は、日本学生支援機構

奨学金受給の有無に関わらず、積極的に出願されることを

お勧めします。

奨学金の選考の際、兄弟の数や年齢は考慮
されませんか。また、住宅ローンがあること
は考慮されませんか。

奨学金の選考にあたっては、ご家庭の状況―例え

ば、ご兄弟の就学状況・単身赴任・長期療養の有無

など―を考慮し、定められた金額を収入から控除したうえ

で、選考しています。そのため、同じ収入であってもご家

庭の状況によって採否が異なってきます。

　例えば、日本学生支援機構奨学金の募集における収入

基準は、あくまでも“目安”とお考えいただき、まずは出願

されることをお勧めします。　

　なお、いずれの奨学金の場合でも、住宅ローンは控除の

対象とはなりません。

子供が自宅外生の場合、奨学金の対象にな
らないと聞いたのですが…。

全ての奨学金は自宅外生・自宅生ともに対象とな

ります。これまで“自宅外生だから“との理由で出

願してこられなかった方は、次の機会にぜひ出願をご検討

ください。

奨学金の制度を詳しく知りたいのですが。

大学の HP にてご案内しています。http://www.

ritsumei.jp/scholarship/index_j.html をご覧

ください。

低金利の教育ローンがあれば教えてほしいです。

窓口にご相談に来られた場合、最初にご紹介してい

ますのが日本政策金融公庫（旧国民生活金融公庫）

の教育ローンです。最寄の金融機関でお手続きいただけ

ます。詳細は HP・電話・最寄の金融機関にてご確認くだ

さい。この他に、三井住友銀行・京都中央信用金庫と提携

した、“りつめいキャンパスローン”もあります。概要は、学

生オフィスにお問い合わせください。

Q&A 奨学金に関する質問
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Q

アルバイトをしておられる方の月収の最多回答は、「２～４万円」（49
％）でした。学業や課外活動とのバランスを考慮しながらアルバイトを
しておられる様子が伺えます。

現在（8月現在）、アルバイトをしておられますか。

民間企業・
団体
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やや不満足である7％

不満足である1％ わからない9％

月1～2回 26％

週 1～2回 43％

週 3～4回 18％

週 5回以上11％

ほとんどとらない2％

時 し々ている33％

定職をもっている1％したことがなく、
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思っている
37％
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ようだ
69％

参加して
いないようだ
25％

わからない6％
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教員5％

専門職
（弁護士、
公認会計士等）
19％
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きちんと出席すること
24％
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専門的
知識・技術を

修得すること 7％

将来の進路・
就職の方向を
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Q （お子様が自宅外通学をされている方対象）電話やメールなどで
お子様とどれくらい連絡を取られていますか。

民間企業・
団体
37％

常時している21％

満足している26％

おおむね満足している57％

やや不満足である7％

不満足である1％ わからない9％

月1～2回 26％

週 1～2回 43％
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学業について
36％

健康について
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就職や将来の
進路について
24％
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ついて3％

経済問題について5％

一人暮らしに
ついて6％

その他5％
特にない1％

その他3％

講義・ゼミ等に
きちんと出席すること
24％

教養を深めること
6％

専門的
知識・技術を

修得すること 7％

将来の進路・
就職の方向を
見出すこと24％

資格を取得すること3％

良い友人・先輩を
得ること
6％

学生生活で
大切と思うこと

学生生活の
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Q 父母として立命館大学に対する満足度はどの程度ですか。

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A
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小
木
教
授
は
東
南
ア
ジ
ア
の
華
人
社
会
、
華
語
文

学
、
華
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
中
国
新
移
民
、
現
代
中
国

及
び
台
湾
の
社
会
、
日
中
文
化
交
流
史
、
東
ア
ジ
ア
の

大
衆
文
化
な
ど
を
専
門
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア

ジ
ア
の
食
文
化
に
も
興
味
を
持
た
れ
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ

ン
で
の
屋
台
の
食
べ
歩
き
を
趣
味
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ゼ
ミ
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
視
し
て

い
ま
す
。
今
年
、
神
戸
の
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
や
華
僑
歴

史
博
物
館
を
見
学
し
た
時
に
は
、
小
木
教
授
が
美
味
し

い
中
華
料
理
の
お
店
に
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
食
文
化
は
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
で
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
留
学
す
る
ゼ
ミ
生
が
多
い
こ
と
か
ら
、
ゼ

ミ
メ
ン
バ
ー
の
入
れ
変
わ
り
が
激
し
い
の
も
特
徴
だ

と
思
い
ま
す
。
授
業
で
は
文
献
講
読
を
も
と
に
し
た
学

生
の
発
表
や
、
孔
子
の
『
論
語
』
の
説
明
に
関
す
る
講

義
が
中
心
で
す
。
小
木
教
授
は
東
ア
ジ
ア
や
東
南
ア
ジ

ア
の
面
白
い
話
や
豆
知
識
が
豊
富
で
、
ど
の
話
も
と
て

も
興
味
深
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

現
在
の
ア
ジ
ア
は
民
主
化
要
求
、
宗
教
や
民
族
の

対
立
、
領
土
・
資
源
紛
争
、
開
発
と
環
境
汚
染
、
テ
ロ
、

核
開
発
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
糧
、
経
済
格
差
と
い
っ
た

様
々
な
問
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
の
難
局
に

立
ち
向
か
う
た
め
、
い
ず
れ
の
国
で

も
「
経
済
の
安
定
化
」
や
「
政
治
改
革
が
有
効
的
に
機

能
す
る
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
ゼ
ミ
で
は

ア
ジ
ア
の
新
し
い
情
勢
変
化
を
分
析
し
な
が
ら
文
化

摩
擦
、
多
民
族
国
家
に
お
け
る
国
民
統
合
の
在
り
方
、

多
元
化
を
求
め
る
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
ア
ジ
ア
型
民
主
主

義
と
経
済
発
展
、
開
発
と
社
会
発
展
、
多
文
化
主
義
、

伝
統
と
近
代
化
、
華
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
中
華
思
想
、

大
衆
文
化
、
比
較
教
育
、
人
権
と
治
安
、
東
ア
ジ
ア
共

同
体
な
ど
「
文
化
と
社
会
」
に
つ
い
て
幅
広
く
考
え
て

い
く
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

地
域
研
究
を
行
う
場
合
、
そ
の
研
究
対
象
を
当
該

地
域
だ
け
に
限
る
の
で
は
な
く
、
比
較
研
究
と
い
う
方

法
を
導
入
し
、
研
究
や
理
解
が
進
展
し
て
い
く
と
考
え

て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
共
通
性
や
類
似
性
、
対
照
性
、

異
質
性
な
ど
を
持
っ
た
二
国
間
・
二
地
域
間
の
比
較
研

究
か
ら
、
他
国
間
・
他
地
域
間
の
比
較
研
究
へ
と
発
展

し
、
さ
ら
に
異
な
る
文
化
・
文
化
圏
と
の
比
較
研
究
へ

と
拡
大
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

立
命
館
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
訪
問
① 

小
木
ゼ
ミ
（
国
際
関
係
学
部
）

●
小
木
ゼ
ミ　

国
際
関
係
学
部　

小
木
裕
文
教
授　

●
研
究
テ
ー
マ
：
東
ア
ジ
ア
比
較
研
究
―
ア
ジ
ア
の
多
様
な
文
化
社
会
と
価
値
を
探
る
―

小
木
ゼ
ミ
で
は
三
、四
回
生
合
わ
せ
て
二
十
八
人
の
ゼ
ミ
生
が
と
も
に
学
ん
で
い
ま
す
。

学
生
が
ど
の
よ
う
に
活
動
し
、
学
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
学
生
に
ゼ
ミ
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
小
木
教
授
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
の
情
勢
変
化
を
分
析
し

「
文
化
と
社
会
」
に
つ
い
て
研
究

国
際
関
係
学
部
三
回
生  

佐
藤　

功 
さ
ん

授業ではゼミ生が順に発表し、プレゼンテーションの力をつけて
います。この経験が就職にも大きく影響しています。

Ritsumei
Seminar

授業風景

真剣な表情で発表を聞く学生たち。プレ
ゼンの後は感想や質問など、積極的な意
見交換が行われます。

興味深い話で学生を惹きつけ、研究分野の
面白さを伝える小木教授。

連 載
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最
近
の
学
生
は
課
外
活
動
や
留
学
な
ど
、
何
事
に

も
活
発
な
と
こ
ろ
が
特
徴
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
パ
ワ
ー
は
ゼ
ミ
で
も
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
の
ゼ

ミ
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
視
し
て
お
り
、
実
際

に
中
国
人
に
ま
つ
わ
る
場
所
を
見
学
し
、
自
身
の
目
で

見
て
、
考
え
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
現
地
で

の
学
び
は
想
像
以
上
に
刺
激
的
な
よ
う
で
、
独
自
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
挑
戦
す
る
学
生
も
い
ま
す
。

ゼ
ミ
で
は
順
に
研
究
成
果
を
発
表
し
ま
す
が
、
資

料
の
作
成
や
発
表
の
仕
方
、
さ
ら
に
人
前
で
自
身
の
体

験
談
を
話
す
こ
と
な
ど
に
よ
る
学
び
は
多
く
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
学
生
は
成
長
し
て
い
ま
す
。

こ
の
経
験
が
就
職
に
も
大
き
く
影
響
し
て
お
り
、
ゼ
ミ

生
は
自
身
が
め
ざ
す
業
界
の
就
職
内
定
を
勝
ち
取
っ

て
い
ま
す
。
就
職
先
は
マ
ス
コ
ミ
、
金
融
、
メ
ー
カ
ー
、

サ
ー
ビ
ス
業
、
貿
易
関
係
な
ど
様
々
で
、
大
学
院
に
進

学
す
る
学
生
も
比
較
的
多
い
で
す
。

ゼ
ミ
生
に
は
「
虫
の
目
と
鳥
の
目
」
を
大
切
に
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
。
鳥
の
目
で
全
体
を
見
な
が
ら
虫
の

目
で
細
か
い
と
こ
ろ
を
見
る
力
を
養
う
こ
と
で
、
一
点

だ
け
で
な
く
、
様
々
な
角
度
か
ら
の
視
点
が
身
に
つ
く

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
授
業
だ
け
で
な
く
、
将

来
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
力
に
な
る
は
ず
で
す
。

私
は
大
学
院
生
の
頃
に
中
国
文
学
に
魅
了
さ
れ
、
卒

業
後
は
東
南
ア
ジ
ア
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。
中
国
は

七
十
年
代
か
ら
常
に
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
、
移
民
の
流
れ
に
興
味
を

抱
き
ま
し
た
。
年
代
に
よ
っ
て
移
民
の
流
れ
に
も
変
化

が
あ
り
、
そ
の
変
化
の
研
究
に
面
白
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。
現
在
は
発
展
著
し
い
福
建
省
の
村
や
町
、
そ
し
て

新
し
い
移
民
の
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

こ
の
研
究
分
野
の
「
面
白
さ
」
を
学
生
に
伝
え
る
こ

と
が
私
の
喜
び
で
す
。
研
究
内
容
を
論
文
に
ま
と
め
て

終
わ
り
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
可
能
性
が
あ
る
学
生
に

還
元
し
、
研
究
分
野
へ
の
関
心
を
高
め
た
い
で
す
。

学
生
と
は
一
緒
に
食
事
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ゼ
ミ
以

外
で
も
楽
し
く
付
き
合
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
後
も
メ
ー

ル
や
年
賀
状
で
連
絡
を
取
り
合
い
、
交
流
が
ず
っ
と
続

く
の
が
嬉
し
い
の
で
す
。
私
の
研
究
室
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
卒
業
生
の
写
真
が
何
枚
も
飾
っ
て
あ
り
、
時
折
、

眺
め
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。「
元
気
に
や
っ
て
る
か

な
ぁ
」
と
。

父
母
の
皆
様
、
立
命
館
の
教
員
は
、
学
生
の
可
能

性
を
引
き
出
す
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

学
生
は
自
分
の
可
能
性
に
挑
戦
し
、
生
き
生
き
と
個
性

を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
お
子
様
を
温
か
く
見
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

「何とかなる、そして何とかする」。就職活動に行き詰まった学生に贈る言葉だ。「自信を持て」という励ましと「自分の力で乗
り越えろ」という願いが込められている。「華人ネットワーク研究」のパイオニアである小木教授の趣味は「アジアの食文化め
ぐり」。南京町や中華街の屋台の穴場探しを好む、根っからの研究者気質だ。「何とかする」は自身の生活信条でもある。

編 集 後 記

Student's Voice

　以前から『三国志』や『水滸伝』、『楊家将』などの歴史小説

が大好きで、中国に強く関心を持っていたこともあって、こ

のゼミを選びました。しかし、中国の歴史や物語像の美化さ

れた部分だけしか見てこなかったため、2 回生の春休みに

参加した「異文化理解セミナー」では中国の現状を目の当た

りにし、驚かされました。都市農村の経済格差、人口問題と

環境汚染、国による厳しい監視・規制や人権抑圧、さらに最

近では食品の安全性などが話題になっていますが、これらは

広い土地を擁する中国で長い歴史を通して発生した根深い問

題だと考えます。東アジアの知識や体験が豊富な小木教授の

お話は大変面白く、こういった問題に取り組むための糸口を

与えてくれます。

東アジアの体験談が面白い

国際関係学部3回生 小見山あおば さん

Student's Voice

　私は中国出身の留学生です。中国について、中国人の目で見

るだけでなく、外国からの視点をプラスし、中国の立体像を全

面的に研究しようと思い、小木教授のゼミを選びました。小木

教授は中国だけでなく台湾、シンガポールなど東アジアの国

と地域の事情をよくご存じで、とても驚きました。また、大変

優しく、私たち学生を全力で支えてくださっています。その指

導のもと、私は今「中国の歴史教科書」と「日本の中国の歴史

書物（主に近代史）」の比較をテーマにしたレポートを書いて

います。このゼミを通じて様々な角度で問題を見る視点や、そ

れを理解した上で解決法を探し出す力が身についたと思いま

す。将来は中国や日本で活躍できる社会人になり、日中両国の

お互いの深い理解につながるような懸け橋になりたいです。

日中両国の懸け橋になりたい

国際関係学部4回生 黄東海 さん

プ
レ
ゼ
ン
で
成
長

「
虫
の
目
と
鳥
の
目
」
を
大
切
に

研
究
分
野
の
面
白
さ
伝
え
た
い

Interview
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学
部
生
十
一
人
を
は
じ
め
、
大
学
院
生
、
社
会
人
研

究
生
を
含
む
計
二
十
三
人
の
研
究
者
の
〝
卵
〟
が
所
属

し
て
い
ま
す
。
留
学
生
も
多
く
、
国
際
色
豊
か
な
ゼ
ミ

で
す
。
理
工
学
部
で
は
研
究
室
に
所
属
し
、
週
一
回
ゼ

ミ
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
卒
業
研
究
室
の
選
択
は
三

回
生
の
十
月
か
ら
始
ま
り
十
二
月
に
仮
配
属
、
翌
年
四

月
か
ら
本
配
属
と
い
う
流
れ
で
、
今
年
度
の
四
回
生
の

中
か
ら
は
五
名
が
大
学
院
に
進
学
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
研
究
室
で
は
、
金
属
の
配
合
や
加
工
を
通
じ
て

新
し
い
素
材
を
創
り
出
す
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
日
々
の
実
験
以
外
に
、
研
究
室
全
員
が
集
ま
っ
て

の
ゼ
ミ
が
週
一
回
あ
り
、
研
究
発
表
や
論
文
紹
介
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。
研
究
に
は
特
殊
な
実
験
装
置
が
必
要

で
、
ゼ
ミ
生
た
ち
は
、
こ
の
装
置
を
使
っ
て
研
究
に
打

ち
込
ん
で
い
ま
す
。

飴
山
ゼ
ミ
は
活
発
さ
が
特
徴
で
す
。「
積
極
的
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
」「
こ
の
ゼ
ミ
に
入
っ
て
か

ら
、
自
分
で
何
か
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

気
持
ち
が
強
く
な
っ
た
」
と
い
っ
た
学
生
の
声
も
上

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
原
点
に
あ

る
の
が
「
信
頼
関
係
」
で
す
。

理
工
系
の
ゼ
ミ
は
、
文
系
と
は
違
っ
て
グ
ル
ー
プ
で

研
究
す
る
こ
と
が
多
く
、
飴
山
ゼ
ミ
で
も
二
～
四
人
の

チ
ー
ム
で
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
飴
山

教
授
が
最
も
重
要
視
す
る
の
が
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
時
に
は
一
緒
に
鍋
を
囲
み
、
そ
し

て
頻
繁
に
ゼ
ミ
コ
ン
パ
を
開
く
な
ど
、
交
流
の
場
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
「
と
も
に
困
難
を
乗

り
越
え
、
達
成
感
を
味
わ
え
る
関
係
が
築
か
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
」（
飴
山
教
授
）。
そ
れ
が
学
生
の
挑
戦
心

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

研
究
発
表
の
授
業
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。
パ
ソ
コ

ン
で
作
成
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
を
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
、
学
生
が
自
信
に
満
ち
た
口
調
で
発
表

し
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
英
語
で
発
表
す
る
院
生
も
い

ま
す
。
基
本
的
に
資
料
は
す
べ
て
英
語
表
記
で
す
。「
間

違
っ
て
も
い
い
か
ら
」
と
、
飴
山
教
授
は
英
語
で
の
作

成
を
指
導
し
て
お
り
、
こ
う
い
っ
た
高
い
ハ
ー
ド
ル
の

設
定
が
、
学
生
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

発
表
の
後
は
、
ゼ
ミ
の
活
発
さ
を
象
徴
す
る
か
の
よ

う
に
、
飴
山
教
授
の
意
見
や
学
生
か
ら
の
質
問
が
飛
び

交
い
ま
す
。
時
に
は
厳
し
い
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
「
大
勢
の
人
を
前
に
英
語
で
発
表
し
た
こ
と
が
自
信

に
つ
な
が
っ
た
」
と
、
国
際
学
会
で
発
表
し
た
経
験
を

持
つ
院
生
が
言
う
よ
う
に
、
学
生
が
ゼ
ミ
を
通
じ
て
達

成
感
を
味
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
。

信
頼
関
係
が
研
究
の
原
点

実
験
に
打
ち
込
む
〝
卵
〟
た
ち

Ritsumei
Seminar

息の合ったチームワークで、金属を熱処理する装置や粉末に
した金属を押し固める機械などの特殊な実験装置を使い、
日々の研究に打ち込んでいます。

研究発表では、研究成果を基に作成した資料をスクリー
ンに映しながら、学生が自信を持って発表しています。

●
飴
山
ゼ
ミ　

理
工
学
部　

飴
山
惠
教
授　

●
研
究
テ
ー
マ
：
高
機
能
、
高
性
能
材
料
の
開
発

未
来
の
技
術
者
を
育
て
る
飴
山
ゼ
ミ
で
は
特
殊
な
装
置
を
使
っ
た
金
属
実
験
の
研
究
発
表
な
ど
、

理
系
の
ゼ
ミ
な
ら
で
は
の
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
授
業
を
取
材
し
、
飴
山
教
授
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

立
命
館
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
訪
問
② 

飴
山
ゼ
ミ
（
理
工
学
部
）

連 載

授業風景



2008 WINTER35

材
料
工
学
の
研
究
は
「
作
る
分
野
」
と
「
評
価
す
る

分
野
」
の
二
種
類
に
分
か
れ
、
私
の
研
究
は
「
作
る
分

野
」
で
す
。
例
え
ば
、
自
動
車
レ
ー
ス
の
Ｆ
１
で
各

メ
ー
カ
ー
が
性
能
を
競
い
合
い
、
そ
の
技
術
を
一
般
車

に
派
生
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
材
料
の
性
質
と

性
能
に
つ
い
て
研
究
し
、
実
用
性
の
あ
る
デ
ー
タ
の
獲

得
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
研
究
は
「
料
理
」
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
料
理
好
き
で
す
が
「
ど
う
す
れ
ば

新
し
い
料
理
を
作
り
出
せ
る
か
」
な
ど
、
色
々
と
試
行

錯
誤
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
研
究
も
同
じ
で
、
身
近
に

あ
る
素
材
か
ら
新
し
い
材
料
を
創
り
出
せ
た
時
の
達

成
感
は
病
み
つ
き
に
な
り
ま
す
。

最
近
の
学
生
は
真
面
目
で
お
と
な
し
い
印
象
が
あ

り
ま
す
。
言
わ
れ
た
こ
と
は
や
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上

の
プ
ラ
ス
α
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
研
究
は
自
分

で
課
題
を
見
つ
け
出
し
、
そ
の
解
決
に
向
け

て
実
行
し
て
い
く
も
の
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
受
け
身
で
な
く
、
自
分
で

考
え
て
行
動

す
る
意
識
を

持
つ
よ
う
指
導

し
て
い
ま
す
。

研
究
者
の
道
を
志
す
な
ら
、
ぜ

ひ
大
学
院
に
進
学
し
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
ほ
し
い
で
す
。
私
の
研
究
室
で
は
四

人
前
後
の
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
リ
ー
ダ
ー
の
院
生
の
指

導
の
下
で
学
部
生
が
研
究
し
て
い
ま
す
が
、
学
部
生
は

三
回
生
後
半
か
ら
の
一
年
数
ヵ
月
の
期
間
で
、
研
究
の

基
礎
を
学
ぶ
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

近
年
、
理
工
系
の
技
術
者
の
就
職
は
大
学
院
卒
業

が
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
企
業
が
即
戦
力

の
人
材
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
、
研
究
課
題
を
見
つ
け
出
し
、
リ
ー
ダ
ー
に

な
っ
て
指
示
を
出
す
力
を
身
に
つ
け
た
院
生
が
、
技
術

者
の
就
職
市
場
で
は
人
気
を
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
大
学
院
で
は
文
科
省
の
「
大
学
院
教
育
改
革

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
大
学
院
Ｇ
Ｐ
）」に
採
択
さ
れ
た
立

命
館
大
学
大
学
院
独
自
の
「
理＊

１

工
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
技
術
者
に
と
っ
て

最
適
な
武
者
修
行
の
場
で
す
。
参
加
し
た
院
生
は
大
き

く
成
長
し
て
い
ま
す
。

私
が
学
生
の
頃
、
ゼ
ミ
は
怖
い
場
所
で
し
た
。
多
く

の
失
敗
も
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
壁
を
乗
り
越
え

た
時
の
達
成
感
も
経
験
し
ま
し
た
。
学
生
に
も
そ
の
喜

び
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

そ
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
場
を
提
供
す
る
の
が

私
た
ち
教
員
、
そ
し
て
大
学
の
使
命
で
す
。
挑
戦
し
て

失
敗
し
、
そ
の
壁
を
乗
り
越
え
、
成
長
す
る
と
い
っ
た

ス
パ
イ
ラ
ル
が
自
信
と
な
り
、
視
野
の
広
が
り
に
つ
な

が
り
ま
す
。
学
生
と
と
も
に
「
ハ
ッ
ピ
ー
に
し
ん
ど
い

こ
と
」
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。

父
母
の
皆
様
に
は
、
学
生
の
向
上
心
を
後
押
し
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
精
神
面
の
支
え
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

研究室内に掛けられた色紙の「百聞は一見に如かず」は、飴山教授の研究スタイルの原点だ。夢は「立命館大学オリジナルの材
料を作り出し、技術を確立すること」、そして「研究分野をリードする学生を育てること」。日々、学生とともに実験に打ち込
む研究者であり、教育者でもある。「学生と飲む機会が多いんですよ」と笑顔がはじけた。時にはよき〝親父〟でもある。

編 集 後 記

Student's Voice

　この研究室を選んだ理由は、3回生時の飴山教授の授業で

材料分野について興味を持ったこと、そして国内外での学会

の参加の機会が多いことに魅力を感じたからです。進路は大

学院への進学を予定しています。4回生の卒業研究で大学院

の先輩の指導の下、研究する中で、院に進学し、自分で計画

を立て、より深く研究に取り組みたいと思いました。研究室

では週1回のゼミに加えて毎日の研究に打ち込んでいます。

ゼミは各研究チームの報告と議論の場で、進捗状況だけでな

く前期は論文を調べ、発表もしました。こうした発表の機会

を通じてプレゼンの方法、中でも他人に分かるように説明す

ることの難しさを実感しました。院へ進学した際には学会に

参加し、研究成果を多くの人に披露したいです。

研究成果を多くの人に披露したい

理工学部4回生 山下洋輔 さん

Student's Voice

　学生にとって研究室の選択は非常に重要だと思います。私

は就職先に鉄鋼業界を希望していたため、金属材料の研究が

就職活動や就職後に役立つと考え、さらに飴山教授が進路に

ついて親身になって対応していただける方と先輩から伺って

いたこともあり、飴山研究室を選びました。就職について何度

も相談しましたが、飴山教授は私の将来について真剣に考え

てくださいました。就職面接では、研究室での研究内容や「そ

こから何を学んだのか」などについてよく聞かれます。私は金

属材料内部の「析出相」という分野について研究しており、研

究活動を通じて物事の本質を論理的に考えて問題を解決する

ことを学びました。ゼミではプレゼンテーションの機会が多

く、この経験は就職後も活かすことができると思います。

身についた問題解決力

理工学部4回生 木村圭佑 さん

研
究
は
「
料
理
」
の
よ
う
な
も
の

受
け
身
で
な
く
自
ら
考
え
行
動
せ
よ

チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
る
使
命

Interview

＊１理工国際プログラムとは…文科省より2007～ 2009年度大学院教育改革支援プログラム「国際力を備えた技術系大学院学生の育成」（通称：理工国際プログラム）の採択を受けました。この
プログラムは世界で活躍する理工系技術者、研究者の養成が目的で、３ヵ月間の集中英語トレーニングや海外の企業、および大学研究室での実践研修などが行われます。英語トレーニングの費用
と海外派遣先までの交通費は全額補助されます（各種保険、宿泊費、生活費などは自己負担）。プログラム修了生は英語力の向上による自信や、海外派遣先での厳しさの経験、さらに様々な出会い
などを通じて、あらゆる面で成長しているようです。
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1速やかに医療機関・保健センターを受診してください。
2ウイルス性疾患の場合、基本的には対症療法しかあ
りません。安静・休養・栄養と水分補給がもっとも有
効な治療法です。
①	風邪に抗生物質は効きません：抗生物質は細菌感
染を治療するもので、ウイルスに対しては全く効
果がありません。ただし、黄・緑色の鼻汁・痰など
が出る場合は二次的に細菌感染を併発している場
合があるため、抗生物質を使用することがあります。

②	抗インフルエンザ
薬のタミフルによ
ると思われる異常
行動が問題となっ
ているため、保健セ
ンターでは学生さ
んへのタミフルの
処方は行いません。

周囲へ感染を広めないように、咳が出るときはマス
クをするようにしてください。
ちょっとした心配りが大切です。

1近い将来新型インフルエンザが流行する可能性があ
ると懸念されています。流行が始まれば相当な社会的
混乱が予想されます。すべての学生さんに速やかに情
報提供・連絡するにはメールが有効です。（個人でで
きる対策は後述のホームページを参照してください）

2インフルエンザ予防接種の実施詳細など、保健セン
ターからの連絡もメールで配信しています。

3立命館大学はすべての学生にメールアドレスを提供
しています。必ずこのメールを定期的に確認するよ
うお子様にご指導ください。

【参考】

●保健センターホームページ・インフルエンザ予防接種の案内
http://www.ritsumei.ac.jp/mng/gl/hoken/

●インフルエンザQ&A
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-
kansenshou01/07qa.html

●新型インフルエンザ対策関連情報
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-
kansenshou04/index.html

http://www.phcd.jp/shiryo/shin_influ.html

●個人でできる新型インフルエンザ対策
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-
kansenshou04/11.html

風邪の予防・インフルエン ザの予防

立命館保健センター
http://www.ritsumei.ac.jp/mng/gl/hoken/medical-j.html
保健センター衣 笠 TEL.075(465)8232
保健センター BKC TEL.077(561)2635

4.「咳エチケット」

5. 学校からのメールを確認しましょう

3. 風邪やインフルエンザにかかったときは
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風邪とは、単一の疾患ではなく、ライノウイルスなど
のウイルス感染による上気道（鼻腔や咽頭等）の炎症性
の病気で、咳嗽、咽頭痛、鼻汁、鼻づまりなど局部症状（カ
タル症状）、および発熱、倦怠感、頭痛など全身症状を呈
する状態の総称で、正式には「かぜ症候群」と言います。
通常、重症化することは稀ですが、初期症状が風邪と似
た疾患が多数あり、インフルエンザとの鑑別も難しいこ
とがあるため、必ず医師の診察を受けるようにしましょう。
一方、インフルエンザは、インフルエンザウイルスに

よって引き起こされる呼吸器系の感染症で、普通の風
邪と同じように、のどの痛み、鼻汁、咳などの症状も見
られますが、38℃以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛な
ど全身の症状が突然現れ、肺炎・脳炎など重症化する
ことがあるため注意が必要です。

1もっとも基本的な予防は、過労を避け、十分な栄養と
休養をとることです。

2うがいや手洗いも大切です。手を洗う際には、爪の間
や指の付け根など、洗い落としの無いよう石鹸を使っ
て丹念に時間をかけて洗いましょう。
　

3風邪やインフルエンザが流行しているときは、やむ
を得ぬ用事以外は人混みや繁華街への外出を控え、
外出時にはマスクを着用することも心がけましょう。

4インフルエンザには予防接種が有効です。100％の
予防効果がある訳ではありませんが、重症化するこ
とは避けられます。ワクチン接種約2週間後から
5ヵ月間は予防効果があると言われています。今年
も、キャンパス内および近隣医療機関で予防接種を
行います。積極的に受診するようお子様方にご指導
ください。

1. 風邪とインフルエンザは違います

保 健 セ ン タ ー 健 康 通 信

風邪の予防・インフルエン ザの予防

2. 予防方法

最もミス発生頻度が高い ミス発生頻度が高い ミス発生頻度が低い

手洗い損ないやすい部分

手のひら手の甲

❶ 手掌を合わせてよく洗う ❷ 手掌で手の甲を左右洗う

❸ 指先・爪の間を入念に
    左右洗う

❹ 指の間を入念に洗う

❺ 親指と手掌のねじり洗いを
    左右する

❻ 手首も忘れずに洗う

手洗いの仕方
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http://www.ritsumei.ac.jp/mng/gl/koho/rs/index.htm

全日本大学対抗選手権
自転車競技大会 
男子スプリント競技 優勝　
自転車競技部　

石口慶多さん
（政策科学部2回生）

　今夏行われた、全日本大学対抗選手権自転車競技大会（イ

ンカレ）・男子スプリント競技で優勝を果たしました。中学・

高校と全国大会での優勝を逃してきた私にとって、念願の全

国初制覇です。準々決勝、準決勝とモチベーションと集中力を

上げることができ、自分の予選タイムを上回る選手を押さえ

て決勝に進むことができました。

　決勝は3本勝負で、2本先取したほうが優勝。相手に1本目を

取られてしまい、2本目までの休憩時間中、頭に浮かんでくる

のは負け試合のイメージばかりでした。そこで私は「負けるな

ら全力を出し切って、派手に負けてやろう」と思い立ちまし

た。吹っ切れた気持ちで試合にのぞんだ結果、無事に2本目を

取ることができました。そして、ラストの3本目。ゴールライ

ンをくぐった瞬間、「やっと勝てた」という安堵感とともに自

然に涙が溢れ、先輩や父親とも抱き合って喜びました。

　小学生の時にワールドカップのテレビ中継を見て、「自転車

でこんなにも早く走れるのか」と感動したことが、この競技を

始めたきっかけ。今や、自転車競技は私にとって生きる意味・

目的そのものになりました。現在の最大の目標はインカレ連

覇。そして、将来はプロになることを目指して、これからも走

り続けます。 取材・文／村嶋志穂（政策科学部2回生）

念願の全国初制覇! 自転車競技は「私の生きる原動力」 

「UK-Japan 2008」
公認イベント 
英日合作映像プロジェクト
代表　

友近結理奈さん
（経営学部3回生）

　日英修好通商条約調印150周年を記念して開催される

「UK-Japan 2008」。その公認イベントに、演習科目「プロ

ジェクト研究」を履修する私たちが中心となって取り組んだ

「英日合作映像プロジェクト」が認定されました。このプロ

ジェクトは、映像制作を通して自分たちのマネジメント力や

プロデュース力を発揮し、その作品を多くの人に発信したい

という思いから企画したものです。

　ロンドン芸術大学と京都造形芸術大学の学生の制作協力

を得て完成した作品のタイトルは、「2 way love」。これは、1 
way love（片想い）の造語で、想いを伝えることの難しさを表

しています。撮影は日英両国で行い、異なる文化を持つカップ

ルや同国籍の男女・親子など、さまざまな立場のコミュニ

ケーションを撮影しました。

　企画構想に1年をかけ、スポンサー探しやイギリスの学生

との意思疎通などで苦労しましたが、「無から有をつくり出す

おもしろさ」「想いを伝えることの大切さ」「恐れずに挑戦する

精神」など、たくさんのことを学びました。

　作品は学園祭での上映後、映画祭への出品やインターネッ

ト配信が行われる予定。 将来はこの経験を生かし、イベント

などを通じて何らかのメッセージを伝える仕事がしたいです。

日英合作のドキュメンタリー映像で伝える「多様なコミュニケーション」

学生ボランティアサークル
「Bridge」代表

堀　祐士さん
（経済学部3回生）

　私が代表を務めるサークル・Bridge（ブリッジ）は、BKC学

生の多くが通学や生活の拠点とする南草津地域の方々との

交流を大切にしたボランティア活動を行っています。

　Bridgeの主な活動は3つ。まずは、月に1回行う「防犯パト

ロール」で、青少年育成区民会議の皆さんと、夜間の駅周辺や

娯楽施設、住宅地をパトロールしています。2つめは、毎週土

曜の朝に実施している「ゴミ拾い」。挨拶運動も同時に行って

おり、地域の方から「ご苦労様」と声をかけてもらった時は、と

てもうれしいです。最後は、今年度から始めた「自転車の盗難

防止運動」。BKC内2ヵ所の駐輪場を週3回ほど見回りし、鍵

の抜き忘れチェックや整列作業を行っています。

　このようなBridgeの活動が認められ、滋賀県の『「なくそう

犯罪」滋賀安全なまちづくり大賞』を受賞したことは、大きな

励みになりました。また、私たちが作成した「地域安全マップ」

は新入生に配布されただけでなく、地域の小学校や市役所か

らも是非貼りたいとの反響をいただいています。

　Bridgeの活動を通して、地域の方々と触れ合うことは自分

を磨き、将来に活きると実感しています。いろんな人と接する

機会の大切さを知るためにも、多くの学生に参加してほしい

ですね。 取材・文／長谷友香（経営学部2回生）

地域住民と学生の架け橋になる「防犯ボランティア活動」を実施

学内外で活躍する“旬の立命館大生”をWebで紹介!
学園の最新情報を、学生向けに発信するウェブサイトが「RS Web」。ここに掲載されている「輝いています、

ときの人」では、学術・課外活動・語学研修・ボランティア活動・ベンチャー事業など、さまざまなフィール

ドで活躍する“旬の立命館大生”を続々と紹介しています。父母の皆様も、是非ご覧ください。

取材・文／木幡達也（経済学部2回生）

活躍する立命館大生の紹介です



▼教職員数推移

▼学生数推移▼学生 1 人が 1 年間学ぶのにかかる費用

学生1人あたり  学費   1,211,073円　
学生1人あたり  補助金  167,934円

【教育基礎経費内訳】
教育・研究関係 141,852円
図書館関係 37,930円
国際交流関係 29,253円
情報システム関係 46,357円
教職員人件費 616,127円

【教育支援経費内訳】
学生援助・就職支援関係 113,872円
健康管理 1,562円
学内広報（学園通信等） 7,899円
社会とのネットワーク 12,930円

【教育条件整備経費内訳】
建物等改修 160,517円
建設・設備整備 236,988円
水光熱費 30,553円
清掃等環境整備 45,724円
学園運営関連 54,061円
借入金返済 27,546円
借入金利息 2,059円

合計 1,565,230円

教育基礎経費
871,519円（55.7%）

教育支援経費
136,263円（8.7%）

教育条件整備経費
557,448円（35.6%）

関 連 資 料
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学生生徒等
納付金
566億円

消費支出
669億円

帰属収入
744億円

基本金組入額
92億円

手数料  28億円

寄付金 15億円

補助金
83億円

消費収支差額
（支出超過）

17億円

その他
の収入 
52億円

人件費
311億円

教育研究
経費
307億円

管理
経費
46億円

その他の支出
5億円

▼立命館学園の 2007 年度の収入・支出の特徴

学生生徒等
納付金
545億円
（75%）

寄付金
12億円
（2%） その他

53億円
（7%）

手数料
32億円 （4%）

補助金
87億円
（12%）

資産処分差額、
借入金等利息他

5億円
（1%）

基本金
組入額
101億円
（14%）

消費収支差額
（収入超過）
11億円（2%）

教育研究経費
272億円
（37%）

管理経費
55億円
（7%） 人件費

285億円
（39%）

合計
729億円

合計
729億円

帰 属 収 入 消費支出・基本金組入額・消費収支差額
■消費収支差額
消費収支計算書は学校法人の経営の状況を表します。学園の
2007年度決算では11億円の収入超過でした。立命館では消
費収入（＝帰属収入－基本金組入額）と消費支出が均衡とな
るように財政運営をおこなっています。

■基本金組入額
2007年度は、充光館（映像学部教室棟）やサイエンスコア（薬
学部教室棟）の建設事業や奨学基金への積み立てなどを行い、
101億円を基本金に組み入れています。帰属収入に対する比
率は13.8％です。

■自己資金
貸借対照表は学校法人の財政状況を表します。2007年度末
では自己資金（＝基本金＋累積消費収支差額）が2,680億円、
他人資金（＝負債。借入金や学校債など）が373億円です。総資
金に占める自己資金の比率は87.8％で、安定した財政状況と
なっています。

（学園財政の詳細は、計算書類 http://www.ritsumei.jp/public-
info/public02_j.html、事 業 報 告 書 http://www.ritsumei.jp/
profile/a08_j.htmlをご覧ください）

総資産 3,053億円 総資金 3,053億円

資産の部 負債・基本金・消費収支差額の部

0
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1500
2000
2500
3000
3500

（億円）

有形固定資産
1,954億円（64％）

その他の固定資産
816億円（27％）

流動資産
283億円（9％）

基本金
2,644億円（87％）

第1号基本金 2,485億円
第2号基本金 32億円
第3号基本金 87億円
第4号基本金 40億円

固定負債 162億円（5％）
流動負債 211億円（7％）

消費収支
差額（累積）
36億円
（1%）

消費収支
差額（累積）
36億円
（1%）
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▼ 2007 年度末 総資産・総資金に対する構成比率

立命館大学の2007年度財務状況および2008年度予算についてお知らせします。

▼ 2008 年度予算 ※当初予算

2007年度財務報告・2008年度予算（概要）※＋Ｒ Ｒｅｐｏｒｔより抜粋

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度

34,423

1,788（名） 1,847（名） 1,903（名） 1,921（名）

31,372学部（名）

3,051大学院（名）
全体（名）

32,222

3,273

32,369

3,245

33,013

3,302
35,495 35,614 36,315

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度

34,423

1,788（名） 1,847（名） 1,903（名） 1,921（名）

31,372学部（名）

3,051大学院（名）
全体（名）

32,222

3,273

32,369

3,245

33,013

3,302
35,495 35,614 36,315

※2007年度決算による
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http://www.ritsumei.ac.jp/acd/st/student/info/

　今回の交流は、本学と慶熙大学が締結
している文化・スポーツ交流協定に基づ
き実施されたもので、今回で 15 回目を迎
える。

■アメリカンフットボール部
法政倒し、4年ぶり学生日本一
第63回甲子園ボウル優勝

（12月21日　長居陸上競技場）

　アメリカンフットボール部パンサーズは
法政大学トマホークスに19 -8で快勝し、4
年ぶり6 回目の優勝。社会人代表のパナソ
ニック電工と対戦する「ライスボウル」の
出場切符を手に入れた。
　宿敵の関西学院大学に勝利し、3 年ぶり
に「甲子園」に帰ってきたエンジの軍団・
パンサーズは序盤から勢いをみせ、攻守
ともに圧倒。前半を 16 -8で折り返すと、試
合終盤にも3 点を加え、勝負を決めた。法
政大には 3 年前の対戦で敗れており、見事
に雪辱を果たした。
　立命館大学側のスタンドには大勢の学
生、父母、校友が集まり、熱い声援を送る
など選手を後押し。選手と観客が一体に
なって勝利を手にした。

■バトントワリング部
ジャパンカップ2008において優勝
2連覇達成！！

（9月7日　東京体育館）

　ジャパンカップ2008マーチングバンド・
バトントワリング全国大会が行われ、シ
ニアの部で立命館バトンチームが見事優
勝、2 連覇を果たした。

■将棋研究会
平成20年度秋期個人戦本戦（関西大会）
において増本敬さん（経済2）が優勝

（10月26日　大阪市立大学）

　平成20年度秋期個人戦本戦（関西大会）
において、増本敬さん（経済2）が見事優勝
を果たした。本大会の優勝・準優勝者は、
関西代表として、12月23・24日に開催され
る学生将棋個人三大大会の一つの第37回
学生十傑戦（王将戦）に出場する。第37回学
生十傑戦（王将戦）では、本学将棋研究会か
ら4年連続の優勝者輩出に期待がかかる。

■E.S.S
第51回末川杯争奪全日本学生 
英語弁論大会で優勝

（11月22日　衣笠キャンパス　以学館1号ホール）

ケンブリッジ大学学生との 
交流プログラムを実施

（9月23日～ 26日　 衣笠キャンパス他）

　イギリス・ケンブリッジ大学の公認学生
劇団ペンブルックプレイヤーズが来校し、
本学の学生たちと交流を行った。

■初芝高等学校文化祭に
　立命館大学のJAZZ CLUBが 
　ゲスト出演

（9月23日　初芝高等学校）

　初芝高等学校にて開催された文化祭
に、立命館大学のJAZZ CLUBがゲスト出
演した。

■第6回京都学生祭典開催
（10月11日～ 12日　京都市内）

　「祭りでつなげ！ ～ひと・地域・未来の
架け橋～」をテーマに多くの企画が行われ
た。また、環境企画として、京都の産・官・
学・地域が連携し、「KYO-SENSEプロジェ
クト」や地域との夜間パトロール等を通じ
た交流など新しい取り組みも行われた。

■立命館アジア太平洋大（APU）
　天空祭に立命館大学から 
　7団体（約100名）が参加

（10月25日～ 26日　APU）

　立命館アジア太平洋大学（APU）の学園
祭「第 6 回天空祭」に、立命館大学の課外
活動団体（7 団体・約 100 名）が、出演・出
展による参加をし、APU学生と共に天空祭
を盛り上げた。

■「滋賀 教育の日」草津市立
　志津南小学校プログラムに 
　立命館大学から4団体が参加

（10月27日　草津市）

　2007 年から始まった「滋賀　教育の日」
志津南小プログラムは、子供たちと地域
の企業・大学との様々な取り組みについ
て保護者や地域の方に広く公開し、子供
達に最先端の科学と文化に触れてもらう
機会を得る事を目的に行っている。ダブル
ダッチサークル（Fusion of Gambit）、情報
理工学部PJ団体ロボカップシミュレーショ
ン部門（Ri-one）、ライフサイエンス研究
会、サッカーサークル（エルベトゥ）の 4 団
体が参加した。

■BKC・衣笠キャンパス
　学園祭開催

（11月8日～ 9日BKC、15日～ 16日衣笠キャンパス）

　今年の学園祭は「COLOR ～一人ひとり
の個性が響く Rits Festival ～」をテーマ
に、学生それぞれが個性を主張し、励まし
あい、今後の大学生活に生かしてもらい
たいという願いが込められている。両キャ
ンパスの模擬店では、環境に配慮し、全店
舗の食器に「フィルムトレー」を使用し、実
行委員の学生が回収、洗浄作業を行った。
ステージで活躍する学生の他にも、舞台
の運営や清掃活動を行い一体となって学
園祭を盛り上げた。

学生のスポーツ＆イベ ント

文 化 ・ 芸 術
問い合わせ先：学生オフィス
０７５－４６５－８１６７
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■卓球部女子　
第75回全日本学生卓球選手権大会 
二冠達成の快挙！

（10月9日～ 12日　東京武道館）

▲

女子シングルス優勝
　若宮三紗子（産社1）

▲

女子ダブルス優勝
　宇土弘恵（産社2）・若宮三紗子（産社1）組

　本学卓球部における全国大会での個人
戦シングルス優勝は創部初の快挙。

■相撲部
第16回世界相撲選手権大会軽量級 
島子隆司さん（産社2）が優勝

（10月12日 エストニア共和国ラクヴェレ市ラクヴェレ
スポーツホール）

　世界の国と地域から予選を勝ち上がっ
た 22 名で競われた軽量級（85 kg未満級）
試 合。初 戦 から準 決 勝まで 桁 違 い の パ
ワーを持つ外国人選手に対し、持ち前の
スピードと相撲のうまさで、順当に勝利を
重ね、世界一の栄冠を勝ち取った。

■男子陸上競技部
第20回出雲全日本大学選抜駅伝競走
で史上初の全国駅伝7位

（10月13日　出雲大社～出雲ドーム）

　6 年連続 9 回目の出場となる立命館大学

は、地元島根県校友会と父母教育後援会
の強力なバックアップを受けた応援の学
生たちが熱い声援を送る中、アンカーの
藤原庸平さん（経済 3）が中央大学の猛追
をかわし7 位でゴールした。立命館大学男
子陸上競技部が駅伝全国大会で入賞した
のは初めての快挙だ。

■女子陸上競技部
全日本大学女子駅伝優勝（3連覇）！！

（10月26日　宮城陸上競技場）

　「杜の都」仙台市の宮城陸上競技場から
仙台市役所前市民広場までの 6 区間、38 .6
キロで行われ、立命館大学女子陸上競技
部が 3 連覇を達成、史上最多の 5 回目の優
勝を飾った。また 3 区、4 区、5 区では新記
録更新をした。

■硬式野球部
秋季リーグで3季ぶり優勝

（9月6日～ 10月30日　西京極球場他）

第39回明治神宮野球大会ベスト4
（11月15日～ 19日）

　10月30日の立同戦第 3 戦では、同志社
大学に3 -1で勝利し、3 季ぶりとなる優勝
を果たした。立命館は1回に乗替寿朗主将

（産社 4）のタイムリー 2 塁打で 2 点を先
制。その後、3 回にも1 点を追加した。投げ
ては先発の藤原正典投手（文 3）が完投で
リードを守りきった。
　また、第 39 回明治神宮野球大会では全
国ベスト4 の成績を残した。

■弓道部
関西一部リーグ　
男子部、女子部共に優勝

（9月21日～ 11月2日　近畿大学道場他）

▲

男子団体優勝（3年連続8回目）

▲

女子団体優勝（2年ぶり8回目）

　 男 子 部 に お い て は 4 戦 全 勝 で 3 年 連

続 8 回目のリーグ優勝、女子部において
は 3 勝 1 敗と優勝決定戦を制し2 年ぶり8
回目のリーグ 優 勝 を 勝ち取り、2003 年、
2006 年に続き3 回目の男女アベック優勝
となった。
　また、11月23日・24日に開催された選
抜大会では男子がベスト4 に入った。

■男子バスケットボール部
第60回全日本大学バスケットボール 
選手権記念大会、白熱の試合を展開

（11月29日　国立代々木競技場第二体育館）

　11月29日には、第 60 回全日本大学バス
ケットボール選手権大会に男子バスケッ
トボール部が出場。結果は惜しくも68 -57
で青山学院大学の勝利となったが、優勝
候補の筆頭である第 1シードの青山学院
大学を相手に前半までリードする白熱の
試合を展開した。

■ラグビー部
全国大学選手権出場決定

（11月30日　関西リーグ　近鉄花園グラウンド）

　11月30日、ラグビーの関西大学リーグ
の最終節で大阪体育大学に12 -11で勝利
し、4 勝 3 敗として4 位以上が確定、全国大
学選手権大会への出場が決まった。

■ホッケー部
男子ホッケー部 
全日本男子選手権大会で優勝！！　

（12月14日　親里ホッケー場）

　 第 82 回 全 日
本男子ホッケー
選 手 権 大 会 決
勝で、立命館大
学 は 山 梨 学 院
大学に3 -1で勝
利し、7 年ぶり2 回目の優勝を決めた。
　試合後、山口修一郎監督（’ 79 法）は「苦
労の多いシーズンだったが、最後にベスト
ゲームができて本当によかった」と喜びを
隠しきれない表情で語った。また、この決
勝でも2得点を挙げた太田翔主将（産社4）
が最優秀選手に選ばれた。

女子ホッケー部が 
韓国・慶熙大学女子ホッケー部と交流

（9月22日～ 25日　韓国・慶熙大学）

ス ポ ー ツ
問い合わせ先：スポーツ強化センター

０７５－４６５－７８６３

学生のスポーツ＆イベ ント
Sports

&
Events



2008 WINTER 42

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部（
仮
称
）・

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
研
究
科（
仮
称
）を

二
〇
一
〇
年
度
に
設
置
予
定

　

二
〇
一
〇
年
四
月
、「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
・

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
研
究
科
」（
仮
称
）
を
、
び
わ

こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス（
Ｂ
Ｋ
Ｃ
）
に
設
置
す

る
準
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身
体
活

動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
心
身
の
健
康
づ
く
り
を
担

う
人
材
育
成
と
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
Ｂ
Ｋ
Ｃ
で
開
講
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
科
学

や
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
健
康
科
学
な
ど
の

科
目
を
核
に
し
て
学
部
と
し
て
独
立
さ
せ
ま
す
。

理
工
・
生
命
科
学
な
ど
Ｂ
Ｋ
Ｃ
の
他
学
部
や
、
衣

笠
キ
ャ
ン
パ
ス
の
産
業
社
会
学
部
ス
ポ
ー
ツ
社
会

専
攻
と
連
携
し
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
、
健
康
科
学
を

総
合
的
に
展
開
し
ま
す
。

　

こ
の
新
学
部
・
大
学
院
で
は
、
文
理
融
合
と
学

際
分
野
の
研
究
に
加
え
、
産
学
と
地
域
の
連
携
を

重
視
し
、
企
業
や
自
治
体
と
の
共
同
事
業
に
取
り

組
む
予
定
で
す
。
ま
た
学
部
に
は
保
健
体
育
教
員
、

健
康
運
動
指
導
士
な
ど
を
目
指
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
用
意
し
、
少
人
数
教
育
で
国
や
自
治
体
の
政
策

や
地
域
で
の
実
践
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
人

材
を
育
て
ま
す
。

裏
千
家
・
池
坊
・
市
立
芸
術
大
学
・

平
安
女
学
院
と
協
定
を
締
結

―
日
本
・
京
都
文
化
を
社
会
に
発
信

　

十
月
二
日
、
平
安
女
学
院
大
学
有
栖
館（
旧
有

栖
川
邸
）
に
お
い
て
、
池
坊
華
道
会
、
裏
千
家
今

日
庵
、
京
都
市
立
芸
術
大
、
平
安
女
学
院
大
と
包

括
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
華

道
と
茶
道
を
中
心
と
す
る
日
本
・
京
都
の
伝
統
文

化
を
学
術
的
に
共
同
研
究
し
、
社
会
に
発
信
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
立
命
館
大
学
・
平
安
女
学
院
大
学

と
池
坊
、
裏
千

家
は
教
員
派
遣

な
ど
個
別
の
連

携
が
あ
り
ま
し

た
が
、
京
都
の

文
化
力
を
さ
ら

に
高
め
発
信
す

る
に
は「
連
携
枠

の
拡
大
が
不
可

欠
」
と
考
え
、
協

定
を
締
結
し
ま

し
た
。
事
務
局

は
立
命
館
大
学

に
置
き
ま
す
。

　

立
命
館
大
学
と
し
て
は
、
こ
の
連
携
を
機
に
、

こ
れ
ま
で
の
文
部
科
学
省
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ

ラ
ム（「
京
都
ア
ー
ト
・
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
創

成
研
究
」、「
文
化
遺
産
を
核
と
し
た
歴
史
都
市
の

防
災
研
究
」）、
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

（「
日
本
文
化
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ

拠
点
」、「
歴
史
都
市
を
守
る『
文
化
遺
産
防
災
学
』

推
進
拠
点
」）
の
採
択
や
、
二
〇
〇
九
年
度
か
ら

文
学
部
に「
京
都
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
新
設
す
る

実
績
を
も
と
に
し
て
、「
京
都
学
」
の
確
立
を
目

指
し
ま
す
。
図
書
館
や
資
料
館
の
相
互
利
用
や
講

師
の
相
互
派
遣
、
単
位
互
換
で
結
び
つ
き
を
強
め
、

研
究
成
果
を
広
く
伝
え
る
公
開
講
座
の
開
講
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省 

教
育
Ｇ
Ｐ
・
大
学
院
Ｇ
Ｐ
に
採
択

　

こ
の
た
び
、
文
部
科
学
省
「
質
の
高
い
大
学
教

育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
以
下
、
教
育
Ｇ
Ｐ
）
の

「
教
育
方
法
の
工
夫
改
善
を
主
と
す
る
取
組
」
分

野
で
二
件
、「
大
学
院
教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」（
以
下
、
大
学
院
Ｇ
Ｐ
）
で
は
三
件
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
Ｇ
Ｐ
は
、
教
育
の
質
の
向
上
に
つ

な
が
る
取
組
や
、
社
会
で
高
度
な
活
躍
の
で
き
る

人
材
育
成
を
行
う
大
学
院
で
の
教
育
取
組
に
対
し

て
、
文
部
科
学
省
が
重
点
的
な
財
政
支
援
を
行
う

も
の
で
す
。

　

本
学
か
ら
採
択
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
と

お
り
で
す
。

第
三
回 
新
司
法
試
験
に

五
十
九
名
が
合
格

　

二
〇
〇
八
年
度
新
司
法
試
験
に
お
い
て
、
立
命

館
大
学
法
務
研
究
科（
法
科
大
学
院
）修
了
者
か
ら

は
五
十
九
名
が
合
格
い
た
し
ま
し
た（
全
国
九
位
）。

　

全
国
の
大
学
に
お
け
る
合
格
者
数
は
次
の
と
お

り
で
す
。

防
犯
地
図
を

草
津
市
内
小
・
中
・
高
校
へ

配
布
、嘉
田
知
事
と
も
パ
ト
ロ
ー
ル

　

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル「
Ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｇ

ｅ
（
ブ
リ
ッ
ジ
）」
が
、
Ｊ
Ｒ
南
草
津
駅
周
辺
の
犯

罪
発
生
状
況
や
交
通
危
険
個
所
な
ど
を
ま
と
め
た

「
地
域
安
全
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

サ
ー
ク
ル
は
二
〇
〇
五
年
に
設
立
。
こ
れ
ま
で

同
駅
付
近
で
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
兼
ね
た
ご
み
拾

い
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
今

年
十
月
に
は
、
防
犯
活
動
に
貢
献
し
た
個
人
・
団

体
に
贈
ら
れ「
な
く
そ
う
犯
罪　

滋
賀
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
大
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

マ
ッ
プ
作
り
は
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
着
手
し
、

二
〇
〇
七
年
十
一
月
に
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
で

一
人
暮
ら
し
を
す
る
女
子
学
生
百
二
十
三
人
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
遭
遇
し
た
事
件
や
事

故
の
発
生
場
所
、
概
要
な
ど
を
尋
ね
、
実
際
に
回

答
の
多
か
っ
た
場
所
に
出
向
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

マ
ッ
プ
は

Ａ
３
判
で
表

に
地
図
、
裏

に
は
危
険
へ

の
対
応
策
な

ど
を
掲
載
。

キ
ャ
ン
パ
ス

内
で
配
っ
た

と
こ
ろ
好
評

だ
っ
た
た
め
、

学 園ト ピ ッ ク ス

学
園
の
新
た
な
展
開

教
育
Ｇ
Ｐ

学
部

プ
ロ
グ
ラ
ム
名

政
策
科
学
部

地
域
社
会
問
題
を
学
生
創
造
力
で
解
く

学
び
の
仕
組 

～
教
育
の
枠
組
み
に
よ
る

問
題
解
決
型
社
会
貢
献
と
「
学
び
の
カ

フ
ェ
テ
リ
ア
」導
入
・
展
開
～

全
学

（
教
育
開
発
推
進
機
構
）

教
育
の
質
を
保
証
す
る
教
員
職
能
開
発

と
大
学
連
携 

～
大
学
間
連
携
を
通
じ
た

実
践
的
F
D
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
な
ら

び
に
大
学
教
員
に
求
め
ら
れ
る
教
育
力

量
と
職
能
の
提
案
～

大
学
院
Ｇ
Ｐ

研
究
科

プ
ロ
グ
ラ
ム
名

社
会
学
研
究
科

海
外
大
学
共
同
に
よ
る
比
較
社
会
調
査

研
究
型
教
育 

～
ア
ジ
ア
と
欧
米
を
つ

な
ぐ
国
際
的
な
社
会
調
査
研
究
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
育
成
～

国
際
関
係
研
究
科

国
際
協
力
の
即
戦
力
と
な
る
人
材
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム 

～「
平
和
構
築
と
開
発
」

の
実
践
と
有
機
的
に
連
携
す
る
大
学
院

教
育
の
創
造
～

政
策
科
学
研
究
科

公
務
研
究
科

地
域
共
創
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム 

～
政
策
現
場
へ
の
派
遣
型
客

員
研
究
職
創
設
に
よ
る
新
た
な
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
デ
ザ
イ
ン
～

順位 大学院名 合格者数

1 東京大学 200

2 中央大学 196

3 慶応義塾大学 165

4 早稲田大学 130

5 京都大学 100

6 明治大学 84

7 一橋大学 78

8 神戸大学 70

9 東北大学 59

9 立命館大学 59

9 同志社大学 59

学
生
の
活
躍
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草
津
市
内
の
小
中
学
校
、
高
校
な
ど
に
も
提
供
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.ritsum

ei.ac.jp/m
ng/ cm

/
sokan/bouhan/bouhan.htm

l

）で
も
閲
覧
で
き

ま
す
。

　

十
二
月
六
日
に
は
、
滋
賀
県
・
嘉
田
由
紀
子
知

事
と
懇
談
の
場
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
防

犯
活
動
を
通
じ
て
見
え
た
も
の
・
感
じ
た
も
の
」

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
、
そ
の
後
知
事
と
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
も
行
い
ま
し
た
。

生
協
と
協
力
し
て

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

―
四
川
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
、被
災
地
の
食
を
紹
介

　

中
国
・
四
川
大
地

震
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

サ
イ
ク
ロ
ン
災
害
の

被
災
地
復
興
を
支
援

し
よ
う
と
、
学
生
た

ち
が
生
活
協
同
組
合

と
協
力
し
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の

提
供
を
十
月
中
旬
よ

り
始
め
ま
し
た
。
衣

笠
と
び
わ
こ
・
く
さ

つ
両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
生
協
食
堂
で
、
売
り
上
げ
の

一
割
を
募
金
と
し
ま
す
。

　

支
援
を
呼
び
掛
け
て
い
る
の
は
、
国
際
協
力
や

留
学
生
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
取
り
組
む
団
体
の
学
生

た
ち
。
中
国
・
四
川
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
食
文
化
を

紹
介
し
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
被
災
地

の
学
校
再
建
な
ど
へ
の
協
力
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

初
日
に
は
、
四
川
風
マ
ー
ボ
ー
豆
腐
と
ミ
ャ
ン

マ
ー
風
春
雨
い
た
め「
チ
ャ
ー
ザ
ン
タ
オ
ッ
」
が

メ
ニ
ュ
ー
に
並
び
、
被
災
地
の
写
真
パ
ネ
ル
の
掲

示
と
と
も
に
、
学
生
た
ち
が
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
メ

ニ
ュ
ー
の
利
用
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
九
年
五
月
ま
で
二
週
間
ご
と
に
メ

ニ
ュ
ー
を
入
れ
替
え
て
実
施
し
ま
す
。
今
後
は
災

害
復
興
支
援
を
続
け
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理

な
ど
も
提
供
す
る
予
定
で
す
。

木
立
雅
朗
文
学
部
教
授
に
よ
り

東
山
・
道
仙
化
学
製
陶
所
窯
跡
の

全
容
が
判
明

　

文
学
部
の
木
立
雅
朗
教
授
は
、
京
都
市
東
山
区

の「
道ど

う
せ
ん仙
化
学
製
陶
所
」
跡
の
発
掘
調
査
で
、
窯

跡
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
発
表
し
ま
し
た
。

「
道
仙
化
学
製
陶
所
」は
、
明
治
期
か
ら
一
九
六
二

年
ま
で
漏ろ

う
と斗
や
乳
鉢
な
ど
の
化
学
陶
磁
器
を
製
造

し
て
い
た
登
り
窯
で
、
操
業
停
止
後
に
一
部
を
壊

し
て
放
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

木
立
教
授
と
学
生
は
二
〇
〇
五
年
か
ら
調
査
を

開
始
。
化
学
陶
磁
器
の
ほ
か
に
、
清
水
焼
の
独
特

の
道
具
や
破
片
も
出
土
し
、
清
水
焼
の
技
術
が
近

代
の
工
業
製
品
に
も
生
か
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
と
い
い
ま
す
。

　

今
回
の
発
掘
で
初
め
て
窯
跡
全
体
が
姿
を
現
し

ま
し
た
。
全
長
は
十
一・
二
メ
ー
ト
ル
、
幅
は

四・
六
～
五・一
メ
ー
ト
ル
で
、
ウ
ナ
ギ
の
寝
床
の

よ
う
な
敷
地
に
う
ま
く
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

窯
内
部
に
六
室
が
あ
る
構
造
は
五
条
坂
周
辺
に
残

る
ほ
か
の
登
り
窯
五
基
と
同
様
で
し
た
が
、
基
礎

や
壁
を
何
度
も
修
復
し
て
い
た
跡
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

木
立
教
授
は「
京
都
の

化
学
陶
磁
器
の
生
産
は
、

清
水
焼
の
生
産
現
場
と

の
交
流
の
中
で
は
ぐ
く

ま
れ
て
き
た
が
、
逆
に

窯
が
町
中
に
あ
っ
て
大

規
模
化
が
難
し
い
た
め

に
衰
退
し
た
と
考
え
ら

れ
る
」と
語
っ
て
い
ま
す
。

研
究
の
成
果

十
一
月
一
日
、

Ｊ
Ｒ
京
都
駅
に

お
い
て
、「
な

り
た
い
自
分
プ

ラ
ス
Ｒ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は

「
オ
ー
ル
立
命
館
校
友
大
会
２
０
０
８
」
の
一

環
と
し
て
校
友
・
学
生
を
含
む
一
般
市
民
を

対
象
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
ひ
と
り
ひ
と

り
が
将
来
の
自
分
自
身
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
を
見
つ
け
て
欲
し
い
、「
な
り
た
い
自
分

を
見
つ
け
よ
う
」と
い
う
も
の
で
す
。
英
単
語

の
形
容
詞
や
動
詞
に「
＋
Ｒ（
立
命
館
）」を
付

し
て
、
な
り
た
い
自
分
像
を
探
し
て
も
ら
い
ま

す
。
例
え
ば
、「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
」に「
＋

Ｒ
」す
る
と「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
」と
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
自
分
の
な
り
た
い
将

来
像
に
つ
い
て
、
用
意
さ
れ
た
様
々
な
缶
バ
ッ

ジ
か
ら
参
加
者
に
選
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
会
場
に
は
、
川
口
清

史
総
長
と
校
友
・
古
田
敦
也
さ
ん
が
龍
安
寺

で
並
ん
で
座
る
大
き
な
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、

同
寺
の
石
庭
を
見
立
て
た「
立
命
館
の
庭
」
を

製
作
し
ま
し
た
。

当
日
は
十
三
時
か
ら
開
始
し
ま
し
た
が
、

十
六
時
前
に
は
準
備
し
た
二
千
個
の
缶
バ
ッ

ジ
全
て
が
な
く
な
り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
大
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。「
立
命
館
の

庭
」
で
は
記
念
撮
影
す
る
方
も
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。

今
後
も
入
学
式
等
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
同

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

立
命
館
に
は
プ
ラ
ス
Ｒ
が
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
京
都
駅
に
お
い
て

「
な
り
た
い
自
分
プ
ラ
ス
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
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最近、立命館や、関係団体等の名前を利用した悪質なビジネス等
が横行しております。父母教育後援会は、会員の照会をいかなる
団体にも一切行っておりませんので、くれぐれもご注意ください。

本誌は学部に登録された学生の保証人住所に送付しています。住所を
変更された場合は、学生本人から学生証を持って各学部事務室（BKC
は学びステーション）まで届け出ていただきますようお願いいたします。

父母教育後援会ホームページのご案内

http://www.ritsumei.ac.jp/mng/
fubo/index.htm
立命館大学のホームページアドレスからは
保護者の皆さまへ ▼立命館大学父母教育後援会をクリック

立命館大学父母教育後援会だより 2008年度 冬号
2009年1月発行  立命館大学父母教育後援会  〒604-8520 京都市中京区西ノ京朱雀町１  Tel.075-813-8261  Fax.075-813-8262

2008 年度後期 立命館大学卒業式・学位授与式

なお、卒業合否発表は、2009年3月11日（水）午前10時、各学部掲示板およびホームページに掲出されます。
卒業式にご出席の方で、手話通訳が必要な場合は、1月23日（金）までに各学部事務室へご連絡ください。

時 　 間 対 象 学 部 場 　 所 父母予備会場

第1 回 午前10時〜
国際関係学部
政策科学部
文学部

第一体育館 以学館 2号ホール

第2 回 午後1時30分〜
法学部
産業社会学部

2 0 0 9 年 度 立 命 館 大 学 一 般 入 学 試 験 要 項・願 書
1,000円（立命館大学・立命館アジア太平洋大学セット）
※�ただし、電話、インターネット、テレメールでお申し込みの場合、1,300円（送料300円込）になります。

書 店での購 入 全国主要都市のデパート・有名書店で販売中

電 � 話
立命館配送センター 〈フリーダイヤル〉0120-085177
受付時間：月曜日〜金曜日（土・日・祝除く） 9:00〜17:00
※2008年12月26日〜2009年1月6日は受付けません。

インターネット Rits Net  http://www.ritsumei.ac.jp/ritsnet/ →資料請求

テ レ メ ー ル 24時間コンピューター自動音声受付音声ガイダンスにしたがって操作してください。
IP電話 050-2015-0555 ※IP電話への通話ができない等の場合は06-6222-0102へおかけ下さい。

資料番号 立命館大学［160001］、立命館アジア太平洋大学［160416］

金 額

ご希望の方は、下記のいずれかの方法でご請求ください。

時 　 間 対 象 学 部 場 　 所 父母予備会場

第1 回 午前10時〜
理工学部
情報理工学部

BKCジム コラーニングハウスⅠ C101号

第2 回 午後1時30分〜
経済学部
経営学部

■びわこ・くさつキャンパス��2009年3月20日［金・祝］

■衣笠キャンパス��2009年3月21日［土］


